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　４月 28 日、 新型コロナウイルス感染拡大防止のために休校と

なっていた木島平小学校で分散登校が行われました。

　この日に登校した１ ・ ４ ・ ６年生の児童たちは、 1 週間ぶりの

友達との再会を喜んだり、 校庭で元気に遊んだりしていました。
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昨
年
度
、
村
で
出
さ
れ
た
燃
や
せ

る
ご
み
の
処
理
量
は
年
間
約
８
６
１

ｔ
、
村
民
１
人
あ
た
り
に
換
算
す
る

と
１
７
９
㎏
、
１
日
あ
た
り
１
人

４
９
１
ｇ
を
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て

処
理
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

費
用
は
、
村
全
体
で
約
４
４
８
７

万
円
、
１
人
あ
た
り
約
９
３
５
３
円

か
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
処
理
は
、
多
く
の
人
の
苦

労
と
皆
さ
ま
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
生
ご
み
の
水
切
り
、
資

源
ご
み
の
分
別
な
ど
、
で
き
る
こ
と

か
ら
少
し
ず
つ
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

取り組もう！

ごみの減量・分別・リサイクル

約　　　　　万円

燃やせるごみの
処理経費

4,487

可燃ごみ
年間重量（kg）

１人あたり
年間重量（kg）

１人あたり
１日重量（g）

平成 27 年 4,998 864,530 172 473
平成 28 年 4,908 851,010 173 475
平成 29 年 4,857 854,160 175 481
平成 30 年 4,848 870,720 180 492
平成 31 年
令和  元  年

4,797

人口（人）年　度

860,839 179 491

4600

5600
人口（人）

830

840

850

860

870

880

H31/R1H30H29H28H27

処理量（ｔ）

5000

5200

5400

4800

グラフで次の２つを表示
・折れ線グラフ：ごみ処理量
・棒グラフ：人口

※人口は減少していますが、

　燃やせるごみの処理量は

　横ばいとなっています。

村の可燃ごみ
処理量

と

住民基本台帳
人口の推移

　

私
た
ち
の
生
活
で
必
ず
出
る
ご
み

の
処
分
は
、
皆
さ
ま
の
税
金
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

ご
み
の
処
分
量
を
減
ら
す
と
、
処

理
に
必
要
な
金
額
も
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

身
近
な
存
在
で
普
段
あ
ま
り
意
識

し
な
い
ご
み
を
、
意
識
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】
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特集：取り組もう！ごみの減量・分別・リサイクル

生
ご
み
を
堆
肥
に
変
え
る 

救
世
主　

コ
ン
ポ
ス
タ
ー

　

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
に
生
ご
み
を
入
れ
て
お
く

と
、生
ご
み
が
微
生
物
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
、

養
分
の
多
い
堆
肥
に
変
わ
り
ま
す
。

　

村
の
補
助
制
度
（
※
）
を
活
用
し
て
、
コ

ン
ポ
ス
タ
ー
を
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

生
ご
み
に
は
水
分
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
処
理
に
は
強
い
火
力
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
ご
家
庭
で
生
ご

み
を
処
理
す
る
だ
け
で
、
そ
の
費
用
が
抑
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
利
用
上
の
注
意
点

①
生
ご
み
は
極
力
水
を
切
っ
て
か
ら

②
生
ご
み
を
入
れ
た
後
は
、
中
身
を
か
き
混

　

ぜ
る

③
密
閉
は
し
っ
か
り
行
う
（
虫
の
発
生
を
防

　

止
し
ま
す
）

④
分
解
を
早
め
る
と
き
は
生
ご
み
を
細
か
く

　

裁
断

⑤
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
は
、
日
に
当
た
る
場
所
に

　

設
置
（
微
生
物
の
活
動
に
最
適
な
温
度
を

　

保
ち
ま
し
ょ
う
）

※
詳
細
は
広
報
４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
オ
ス
ス
メ
す
る
理
由

ご
み
袋
へ
の
記
名
は
忘
れ
ず
に

　

記
名
が
な
い
と
、
ご
み
袋
を
回
収
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
結
果
的
に
集
積
所

に
放
置
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ご
み

を
出
す
と
き
に
は
、
記
名
忘
れ
が
な

い
よ
う
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

生
活
を
営
む
以
上
、
ご
み
は
必
ず

出
る
も
の
で
す
の
で
、
ル
ー
ル
を
守

り
気
持
ち
良
く
生
活
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

古
紙
や
チ
ラ
シ
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な

ど
の
資
源
ご
み
は
し
っ
か
り
分
別
し

て
出
す
こ
と
で
、
支
払
う
べ
き
処
分

費
用
が
、
売
却
に
よ
り
村
の
収
入
に

変
わ
り
ま
す
。

　

村
の
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
貴

重
な
収
入
と
な
り
ま
す
の
で
、
村
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

 

き
ち
ん
と
し
た
分
別
で

　

お
金
に
変
わ
る
資
源
ご
み

キーワードは、

つの 。３ 「R」
①Reduceリデュース ごみを減らす

　買い物の際には、「エコバック」を使い
ましょう。
　ごみになるようなものは、家に持ち込ま
ないように注意して、１人ひとりごみの減
量に取り組みましょう。

② Reuseリユース 繰り返し使う
　直して使えるものは、修理して使いま
しょう。
　必要なくなっても、まだ使えるものは、
リサイクルショップなどを利用して、でき
るだけ繰り返し使いましょう。

③ Recycleリサイクル
資源として活用

　スーパーなどの回収ボックスを積極的に
利用しましょう。また、使えなくなったも
のは、資源ごみとして出しましょう。
　特に古着は燃やせるごみとしてではな
く、秋の古着・古布回収で出しましょう。
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村
民
税
・
県
民
税
の

　
　

特
別
徴
収
に
つ
い
て

　

事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
で
、
給
与
の
支

払
い
を
受
け
て
い
る
方
は
、
村
民
税
・
県

民
税
の
納
付
方
法
が
原
則
、
給
与
か
ら
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
と
な
り
ま
す
。

　

給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
が
実
施
さ
れ
る

方
へ
は
、
５
月
末
ま
で
に
お
勤
め
の
事
業

所
な
ど
を
通
じ
て
年
税
額
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

　

毎
月
の
納
税
に
は
次
の
方
法
の
い
ず
れ

か
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
納
入
書
払
い　

納
入
通
知
書
に
よ
り
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
納
入
場
所

　

木
島
平
村
役
場　

な
が
の
農
協

　

八
十
二
銀
行　
　

長
野
県
信
用
組
合

　

長
野
信
用
金
庫　

郵
便
局

②
口
座
振
替　

口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出

す
る
と
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

・
次
の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
を

　

な
が
の
農
協　
　

八
十
二
銀
行

　

長
野
信
用
金
庫　

長
野
県
信
用
組
合

③
地
方
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

　

電
子
納
税
シ
ス
テ
ム

　

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
税
務
係　

内
線
１
１
２
】

　

軽
自
動
車
税
（

種
別
割
）

の

　
　
　
　
　

納
付
は
お
早
め
に

　

４
月
１
日
現
在
の
原
動
機
付
自
転
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動

車
、
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
へ
、
５
月
上
旬
に
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
の
納
税
通
知
書
（
納
付
書
）
を
お
送

り
し
ま
し
た
。

①
納
付
書
払
い
の
方

　

届
い
た
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
６
月
１

日
㈪
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
口
座
振
替
の
方

　

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
指
定
口
座

か
ら
５
月
25
日
㈪
に
振
替
え
ま
す
の
で
、

前
日
ま
で
に
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

◉
納
付
場
所

　

木
島
平
村
役
場　

な
が
の
農
協

　

八
十
二
銀
行　
　

長
野
信
用
金
庫

　

長
野
県
信
用
組
合

※
令
和
元
年
10
月
か
ら
、「
軽
自
動
車
税
」

　

は
「
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）」
に
名

　

称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

【
税
務
係　

内
線
１
１
１
】

 　

工
業
統
計
調
査
に

　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

６
月
１
日
現
在
で
、
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

◉
調
査
の
目
的

　

本
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を

対
象
に
、
１
年
間
の
生
産
活
動
に
伴
う
製

造
品
の
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど
を

調
査
し
、
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本
調
査

は
、
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
あ
り
、
調

査
結
果
は
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施

策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る

ほ
か
、
大
学
や
民
間
の
研
究
機
関
等
に
お

い
て
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
調
査
期
間

　

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所
に

は
、
５
～
６
月
に
か
け
て
、
調
査
票
を
統

計
調
査
員
が
お
届
け
す
る
か
、
国
か
ら
直

接
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

◉
そ
の
他

○
同
時
実
施
中
の
経
済
構
造
実
態
調
査
の

　

対
象
事
業
所
で
は
、
両
調
査
に
ご
協
力

　

く
だ
さ
い
。

○
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は

　

保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】

有 

料 

広 

告

※政策情報係では広報誌に掲載する有料広告を募集しています。
【政策情報係　内線１１４】

狂犬病の予防注射期間の延長の

お知らせ

　今年度の狂犬病予防注射期間は 6 月 30 日㈫
までとされていましたが、新型コロナウイルス
感染症による緊急事態宣言に伴い、12 月 31 日
㈭まで延長することとなりました。
　急いで予防注射を受ける必要はありませんの
で、動物病院の混雑回避のため、事前にお電話
してから受診してください。

【生活環境係　内線１２２】
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国
民
年
金
保
険
料
は

　
　

納
付
期
限
ま
で
に
納
付
を

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
令
和
３
年
３
月

分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万
６
５
４
０
円
で
す
。

◉
納
付
方
法

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
く

納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
や

コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
、
便

利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

◉
お
早
め
の
納
付
を

　

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
督と
く
そ
く促

を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
期

限
ま
で
に
納
付
し
な
い
場
合
は
、
延
滞
金

が
課
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
財
産
を
差
し

押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

◉
納
付
が
困
難
な
場
合
は

　

経
済
的
に
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
納
付
猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）」、
ま
た

学
生
の
人
が
年
金
保
険
料
の
納
付
を
先
送

り
（
猶
予
）
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
生
活
環
境
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

　

献
血
に
安
定
的
な
協
力
を

◉
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

よ
り
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
血
液
は
長
期
間
の
保
存
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
献
血
の
継
続
が
必
要
で
す
。

◉
献
血
に
ご
協
力
を

　

献
血
会
場
へ
出
か
け
る
際
は
、
マ
ス
ク

の
着
用
、
手
洗
い
、
入
口
出
口
で
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
感
染
予
防
と
体
調
管

理
を
し
て
、
引
き
続
き
献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◉
献
血
は
各
会
場
で

○
各
所
献
血
ル
ー
ム
（
※
）

○
移
動
バ
ス

※
詳
し
い
対
応
に
つ
い
て
は
献
血
ル
ー
ム

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

　

光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
放

送
や
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
（
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
）
の
視
聴
、
村
内
有
線
電
話
利

用
、
宅
内
放
送
（
緊
急
放
送
・
音
声

告
知
放
送
）
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
光
回
線
を
利
用
し
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
は
ふ
う
太

ネ
ッ
ト
へ
加
入
が
必
要
で
す
。（
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
の
申
込
み
は
別
途
必
要

で
す
）

◉
加
入
負
担
金　

　

11
万
円
（
税
込
）

◉
月
額
使
用
料

　

２
２
０
０
円
（
税
込
）

◉
問
合
せ

　

政
策
情
報
係　

内
線
１
１
５

　

村
に
は
、
情
報
通
信
施
設
用
の
光

ケ
ー
ブ
ル
網
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
光

ケ
ー
ブ
ル
は
電
力
線
や
電
話
線
と
違

い
、
特
殊
で
高
価
な
機
械
で
し
か
接

続
で
き
ず
、
設
置
に
は
高
い
費
用
が

か
か
り
ま
す
。

　

光
ケ
ー
ブ
ル
に
限
ら
ず
、電
力
線
、

電
話
線
に
樹
木
や
生
け
垣
が
届
き
そ

う
な
場
合
は
早
め
に
剪
定
・
伐
採
を

お
願
い
し
ま
す
。
突
風
や
台
風
に
よ

り
、
幹
や
枝
な
ど
と
こ
す
れ
、
断
線

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
電
力

線
に
つ
い
て
は
作
業
に
危
険
を
伴
う

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
連
絡

先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

○
電
力
線　

中
部
電
力
飯
山
営
業
所

　

☎
０
１
２
０
―

９
８
４
―

５
５
０

○
電
話
線　

☎
局
番
な
し
の
１
１
３

○
村
光
ケ
ー
ブ
ル　

政
策
情
報
係　

　

内
線
１
１
５

ふ
う
太
ネ
ッ
ト
木
島
平

（
情
報
通
信
施
設
）
か
ら

　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

ふ
う
太
ネ
ッ
ト
木
島
平
（

情
報
通

信
施
設
）

に
加
入
し
ま
せ
ん
か

光
ケ
ー
ブ
ル
に
届
く
前
に
、
樹
木
の

剪せ
ん
て
い定

・
伐
採
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

献血に関する情報
長野県赤十字血液センター
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ご
存
知
で
す
か

　

人
権
擁
護
委
員
制
度

～
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
～

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６

月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
、
こ
の
日
を
中
心
に
皆
さ
ん
と
と
も
に

一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
、
人
権

の
守
ら
れ
る
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

村
で
は
、
次
の
皆
さ
ん
が
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

差
別
、
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
に
関
す
る

問
題
、
家
庭
内
に
お
け
る
様
々
な
問
題
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
人
権
推
進
室　

☎
０
２
６
９
―

８
２
―

２
０
４
１
】

山崎　堯
たかし

さん
（中　村）

小林 惠
け い こ

子さん
（南　鴨）

関　光
みつまさ

正さん
（西　町）

　　　　　９月からマイナンバーカードを使ったお得な制度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  が始まりますマイナポイント制度

　役場窓口、パソコン、スマートフォン、郵便、マイナンバー対応
の証明用写真機から申請し、後日役場窓口でお受取りください。
　役場窓口では無料で申請できますので、ぜひご利用ください。

　役場窓口のほか、パソコンやスマートフォンから設定できます。
　※専用のカードリーダーや、対応しているスマートフォンが必要
　　となる場合があります。

　専用サイトでお使いの「キャッシュレス決済サービス」を選択し、
マイナンバーカードを使って申し込みください。
　※７月以降に受付を開始します。

◉
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
と
は

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
国
の
新
し
い
事
業
で

　

消
費
活
性
化
等
を
目
指
す
制
度
で
す
。

◉
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
お
得
に
お
買
い
物
を

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
（
電
子
マ
ネ
ー
等
）
で
チ
ャ
ー
ジ
や
買

い
物
を
す
る
と
、
そ
の
金
額
に
対
し
25
％
の
ポ
イ
ン
ト
（
１

人
あ
た
り
最
大
５
０
０
０
円
分
）
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

Step1
　「マイナンバーカード」 を取得する

Step2
　「マイキー ID」 を設定する

Step3
　「マイナポイント」 に申し込む

手続きは簡単  ３ステップ！ 【生活環境係　内線１２２】

申請してみよう

　廃止されると、通知カードの再交付、氏名・住所等の変更手続きができなくなります。
　通知カードの記載事項（氏名・住所等）が住民票の記載事項と一致している場合に限り、引き続
きマイナンバーを証明する書類として使用できます。
　通知カードを引き続きご利用される場合は、記載内容のご確認をお願いします。

※通知カードが５月末までに廃止されます

　県内で採取される一部の山菜・野生きのこ類について、食品衛生法で規定する基
準値を超える放射性セシウムが検出されています。
　村では、平成 27 年５月に村産のコシアブラから基準値を超える放射性セシウム
が検出されて以降、国の要請による出荷制限が続いています。ご注意ください。

村産コシアブラの出荷制限についてお知らせ 【農林係　内線１３１】
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◇試験区分、採用予定人員及び受験資格

試験区分 採用予定人数 受験資格
生年月日 資格・住所要件

保健師（上級） 若干名 昭和 61 年 4 月 2 日～平成 11 年
4 月 1 日に生まれた者

保健師資格を有する者（取得見込
みを含む）で、採用後に木島平村
に居住する者

事務（中級） 若干名 昭和 63 年４月２日～平成 13 年
４月１日に生まれた者

短期大学卒業以上の学力を有する
者（卒業見込みを含む）で、採用
後に木島平村に居住する者

受験できない人
　①日本国籍を有しない者
　②地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に
　　該当する者
試験日及び場所
　①第１次試験（筆記試験）
　　試験日：７月 12 日㈰　会場：木島平村役場
　②第２次試験（詳細は第１次試験合格者に通知）
　　試験日：８月中旬に実施予定

受付期限
　６月４日㈭
　＊持参、郵送どちらも受付期限必着
受験案内・申込書
　総務係または村公式ウェブサイトからお求めく
ださい。

【総務係　内線１０８】

令和３年４月１日採用予定の村職員を募集します

◇検診日程表

乳がん検診

（超音波）

日　　程 ６月４日㈭・18 日㈭
受付時間 指定時間内（予約制）
対象年齢 30 歳～ 39 歳、75 歳以上

乳がん検診

（マンモグラフィ）

日　　程 ６月 10 日㈬・11 日㈭
受付時間 指定時間内（予約制）
 対 象 者

穂高地区及び往郷地区の一部
（南鴨・高石・庚）

対象年齢 40 ～ 74 歳

子宮がん検診

（集団検診）

日　　程 ５月 29 日㈮・６月９日㈫・16 日㈫

受付時間
午後１～２時

（地区ごとに、受付時間が異なります）
対象年齢 20 歳以上

子宮がん検診

（個別検診）

医療機関
飯山赤十字病院、北信総合病院、
すずきレディスクリニック、
保倉産婦人科医院、みゆき会検診センター

日　　程 ７～ 10 月
申し込まれた方には、後日、必要書類をお送りします

※子宮がん検診（個別検診）以外は、保健センターでの検診になります。

　

女
性
に
一
番
多
い
が
ん
の「
乳
が
ん
」

は
40
歳
代
か
ら
、
5
番
目
に
多
い
「
子

宮
が
ん
」
は
20
歳
代
か
ら
発
症
が
多
く

な
り
ま
す
。

　

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
は
、
定
期
的
な

が
ん
検
診
で
早
期
発
見
が
で
き
、
適
切

な
治
療
に
よ
り
治
癒
率
が
と
て
も
高
く

な
り
ま
す
。

　

検
診
の
申
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方

で
も
空
き
状
況
に
よ
っ
て
は
ま
だ
受
診

で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
健
康

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

乳がん検診 （超音波検査に限る） の検診費用を補助します）

40 ～ 74 歳で、マンモグラフィ検診を受けた翌年に、個人で
医療機関の乳がん検診（超音波）を受診する場合、受診料の
うち1,000円を補助します。詳しくは、お問い合わせください。

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す

～
最
後
に
、
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
た
の
は
い
つ
で
す
か
～

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
７
】※新型コロナウイルスの感染状況により変更する場合があります
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
資
金

　

利
子
等
補
助
金　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
著
し
い
影
響

を
受
け
た
事
業
者
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
対
象
の
制
度

資
金
借
入
に
対
し
、
利
子
の
一
部
及
び
信
用
保
証
料
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

事業者の皆さまへ

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

①村内の事業者
②令和 2 年 1 月 27 日～令和 3 年 3 月 31 日の間に
　対象制度資金を受けた事業者
③村税等の滞納がない事業者

◉補助対象

◉対象制度資金・補助対象期間等
保証料

長野県中小企業
振興資金

運転資金 借入残金の
年利 1％（※）7 年以内 1,000 万円

信用保証料
自己負担分
100％の額

長野県経営
健全化支援資金
木島平村中小
企業振興資金
日本政策金融
公庫資金
県内各金融機関
の新型コロナウ
イルスに関する
事業者支援融資

対象制度
資金名

対象資金
の使途

利子対象補助金

補助金額 補給率補助
期間

対象資金
限度額

※貸付利率が 1%に満たない場合は、当該利率分を補助します。
　また、売上が昨年同月比 15%以上減の場合は、申請から 2年間は
　最大 2.1%分の利子を補助します

　
 

村
民
温
泉
入
浴
優
待
券
を

　
 　

　
　
　
　

配
布
し
ま
す

　

小
学
生
以
上
の
村
民
の
皆
さ
ま
１
人
に

つ
き
３
回
分
の
温
泉
入
浴
優
待
券
を
お
配

り
し
ま
す
。

◉
利
用
可
能
場
所

○
馬
曲
温
泉

○
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
木
島
平
（
今
回
配
布

　

す
る
優
待
券
か
ら
、
温
泉
だ
け
で
な
く

　

プ
ー
ル
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
）

◉
有
効
期
限

○
今
回
配
布
す
る
優
待
券

　

令
和
３
年
５
月
31
日
㈪
で
す
。

○
昨
年
配
布
し
た
優
待
券

　

７
月
31
日
㈮
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
予
防

　

を
目
的
に
休
業
と
し
て
い
た
期
間
が
あ

　

り
ま
し
た
の
で
、
利
用
期
限
を
延
長
し

　

ま
す
。
期
限
ま
で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

新緑の馬曲温泉で
心も体もリフレッシュ♪

ホテルシューネスベルク

休館のお知らせ

　「新型コロナウィルス感染拡大防止」と「山
頂リフト夏期整備」のため、今年の夏山営業期
間（5 月 2 日～ 10 月末日）の高社山展望山頂
リフトの営業は中止します。

　ホテルシューネスベルクは当面の間休館しま
す。ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願い
します。
　　　　　　　　　【商工観光係　内線１３４】

【商工観光係　内線１３４】

高社山展望山頂リフト

夏山営業中止のお知らせ

14　役場では 10 月末まで節電や地球温暖化などの環境問題への対応としてクールビズを実施しています。
　＜実施内容＞　①規定温度（30℃）以上での冷房の使用  ②適正冷房（28℃）の徹底  ③軽装の奨

しょうれい

励
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農
繫
期
の
事
故
防
止
の
お
願
い

～
春
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間
～

　

５
月
は
農
繫
期
に
入
り
、
農
業
機
械
の

利
用
が
多
く
な
る
と
と
も
に
、
農
作
業
事

故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。
県
内
で
は
、

昨
年
農
作
業
に
関
係
す
る
死
亡
事
故
が
11

件
と
全
国
的
に
も
発
生
件
数
が
多
く
、
今

年
も
既
に
３
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
事
故
防
止
対
策
を
参
考
に
農
作
業

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◉
事
故
防
止
対
策

○
農
業
機
械
を
使
う
と
き
は
、
始
業
点
検

　

や
周
囲
の
安
全
確
認
を
し
っ
か
り
行
い
、

　

作
業
は
余
裕
を
も
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
点
検
や
異
物
を
除
去
す
る
際
は
、
必
ず

　

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
一
人
で
の
作
業
は
な
る
べ
く
避
け
、
休

　

憩
を
十
分
に
取
り
、
家
族
や
友
人
同
士

　

み
ん
な
で
声
を
か
け
合
っ
て
農
作
業
安

　

全
に
取
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

　

令
和
２
年
度
税
務
職
員
募
集

　

税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
」と
し
て
勤
務
す
る
税
務
職
員（
国

家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

◉
受
験
資
格

　

４
月
１
日
現
在
、
高
等
学
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及

び
令
和
３
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の
者
、
ま

た
は
、
人
事
院
が
前
述
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者
と
な
り
ま
す
。

◉
試
験
の
程
度

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
と
な
り
ま
す
。

◉
申
込
方
法
等

　

原
則
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
で
す
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
へ
ア
ク
セ

　

ス
し
、
説
明
に
従
い
入

　

力
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
受
付
期
間

　

６
月
22
日
㈪　

午
前
９
時
～

　

７
月
１
日
㈬
（
受
信
有
効
）

◉
試
験
日

○
第
１
次
試
験
日　

９
月
６
日
㈰

　
（
２
次
試
験
日
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

◉
問
合
せ

　

信
濃
中
野
税
務
署

　

☎
０
２
６
―

２
２
―

３
１
５
１

農
繁
期
中
は
ト
ラ
ク
タ
ー
の
稼
動
が

増
え
ま
す
が
、
道
路
に
な
る
べ
く
泥

を
落
と
さ
な
い
よ
う
、
ご
配
慮
く
だ

さ
い
。
み
ん
な
で
春
の
農
作
業
を
気

持
ち
良
く
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
の
キ
ッ
チ
ン
ス
タ

ジ
オ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
は
、
貸
し
切
り

対
応
が
可
能
で
、
少
人
数
で
も
大
人
数

で
も
対
応
で
き
ま
す
。
女
子
会
や
男
子

会
、
食
事
会
や
料
理
教
室
の
開
催
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
様
々
な

利
用
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
週
末
だ
け
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
新
た
な
挑
戦
も
で
き
ま
す
。

　

キ
ッ
チ
ン
内
に
は
冷
蔵
冷
凍
庫
、
業

務
用
Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
（
調
理
器
具
無
）、

シ
ン
ク
、
電
源
設
備
、
机
、
イ
ス
な
ど

あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
物
し
か
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
不
足
品
は
使
用
者
で
ご
用

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
加
工
室
の
ご
利
用
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
産
業

企
画
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
ま

　

し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
情
報

～
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
～

  

様
々
な
活
用
方
法
が
あ
る

　

     　

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ

キッチンスタジオ利用料金

午前 10 時
　～午後 1 時

午後 1 時 30 分
　～４時 30 分

午前 10 時
～午後４時 30 分

半 日

区 分 料 金 冷暖房代

一 日 2,000 円

1,000 円

1,000 円

1,000 円

500 円

500 円

利用時間

※冷暖房代は使用時のみ必要です。

【
産
業
企
画
係　

内
線
１
４
１
】
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健　康

だより

楽
し
く
正
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う
！
②

健康福祉係
内線１２４

保健師
小林　彩

あ み

美

楽しく正しく

　先月号では主にウォーキングの姿勢についてお話ししました。
　今月号は、場面ごとの歩き方や、目的に応じた歩き方についてお話しします。

場面ごとの歩き方

ウォーキングをしましょう！②

目的に応じた歩き方

＜上り道＞

＜下り道＞

＜階段＞

線は、下方に落としても、頭の位置を下げない。目

裏全体を意識して、上りも下りも着地。（特に下りは、しっかり着地し安全確保）足

のクッションを利用し、しっかり体を支える。膝
ひざ

理せず、ゆっくり正しいフォームで。無

線は、傾斜の角度に合わせて、なるべく上を見る。目
勢は、体の重心をやや前に置く。姿
り出す足を強くし、膝はなるべく高く上げる。蹴
幅は狭くする。歩

幅は狭く、踵
かかと

から着地する。歩

勢や体のバランスを保ちながら、腰を少し後ろに残す感じで。姿

地歩行で使わない筋肉を意識して。平

【
骨
粗
し
ょ
う
症
の

予
防
】

【
糖
尿
病
の
予
防
】

運動で骨を刺激しましょう

大股歩きをしましょう

　平坦な道を歩いているときの足の筋肉は、持っ
ている力の 15％程度しか使っていません。
　大股歩きで身体のバランスを崩さないように、
一歩ずつ力強く地面を踏みつけて蹴り出します。

　椅子に浅めに座り、一方の太ももを少し高めに上げて、足裏全体
で床をたたきつけます。これをリズミカルに、左右交互に 15 回を
目安に行います。最初は注意深く慎重に、慣れてきたら強めていき
ましょう。骨に刺激を加えることで、骨芽細胞が刺激を受け活動を
高めることにより、骨が作られます。

週５回、毎食後のウォーキングが効果的

　摂取した栄養を体内に貯めないために、食事の
1 時間くらい後に、呼吸が苦しくない程度を目安
に、約 30 分程度歩きましょう。

【
脚
力
低
下
の
予
防
】

①踵で着地し
②小指の付け根
③親指の付け根
④親指で踏み込む

正しい足の運び方

もちろん
危険な歩きスマホは
絶対に止めましょう
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木島平に 春の訪れ

狂犬病の予防注射が行われました

　新型コロナウイルスの影響で木島平も何かと自
粛を強いられていますが、村内のあちらこちらで
は、春の訪れが感じられました。
　彩り豊かで目にまぶしい草花や、静かな音色を
奏でる川のせせらぎなど、つかの間の春に癒され
た方もいらっしゃったのではないでしょうか。

　4 月 15・16 日、村内の分館などを会場に狂
犬病の予防注射が行われました。
　長野県獣医師会の松川先生は鮮やかな手並み
で注射を行っていきましたが、怖がりな犬は飼
い主に抱かれながら注射される様子も見られま
した。

皆さんのまわりにある情報をお寄せ
ください。　政策情報係 / 内線 114

姉
妹
都
市
通
信

調　

布

姉
妹
都
市
通
信

姉
妹
都
市
25
周
年

115

　

交
流
推
進
員
の
宮
島
絢
冬
で
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
瀧
澤
に
代
わ
り
、

調
布
市
へ
派
遣
さ
れ
、
調
布
市
役
所
と

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
新
鮮
屋
に
勤
め
て

い
ま
す
。

　

着
任
し
て
か
ら
１
か
月
が
経
ち
、
よ

う
や
く
生
活
も
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊

急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
こ
こ
最
近
は
自

宅
と
職
場
だ
け
を
行
き
来
す
る
毎
日
で

す
。
早
く
事
態
が
収
束
す
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。
収
束
し
た
暁
に
は
、

市
内
を
散
策
し
た
り
イ
ベ
ン
ト
等
に
出

か
け
た
り
し
て
、
楽
し
い
情
報
を
皆
さ

ん
に
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
で
調
布
市
と
木
島
平
村

は
姉
妹
都
市
盟
約
35
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
一
か
月
の
間
に
、
木
島
平
を
訪
れ

た
こ
と
が
あ
る
、
知
っ
て
い
る
と
い
う

方
に
多
く
お
会
い
し
ま
し
た
が
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
方
に
木
島
平
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
新
し
い
交
流
事
業
も

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層
調
布

市
民
と
村
民
の
交
流
の
輪
が
広
が
る
よ

う
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
に
助
け
ら
れ
て
生
活
し

て
い
ま
す
。
自
炊
も
頑
張
り
ま
す
。



12

Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校　

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す

駐 在 所
だ よ り

木島平村駐在所
☎ 0269-82-4137

　

令
和
３
年
４
月
採
用
の
警
察
行
政
職

員
（
大
学
卒
業
程
度
）
行
政
及
び
鑑
識

法
医
区
分
採
用
試
験
の
願
書
申
込
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
５
月

29
日
㈮
、
第
一
次
試
験
は
６
月
28
日
㈰

で
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
４
月
採
用
の
警
察

官
Ａ
（
第
２
回
）
採
用
試
験
の
受
付
が

間
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。
願
書
受
付
期

間
は
５
月
25
日
㈪
～
６
月
22
日
㈪
、
第

一
次
試
験
は
７
月
22
日
㈰
で
す
。（
試

験
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
等
の
影
響
で
延
期
さ
れ
る
予
定
で

す
。）

　

今
年
度
大
学
卒
業
見
込
み
の
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
親
御
さ
ん
は
ぜ
ひ
警
察

官
採
用
試
験
の
受
験
を
お
勧
め
く
だ
さ

い
。
試
験
に
関
す
る
詳
細
は
、
お
気
軽

に
飯
山
警
察
署
も
し
く
は
木
島
平
駐
在

所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

長
野
県
警
察
採
用
試
験

　
　
　
　
　

申
込
み
を
受
付
中

下
高
井
農
林
高
等
学
校
で
、
あ
な
た
の
夢
を
実
現
し
よ
う
！
！

　

本
校
で
は
次
の
学
び
を
実
践
し
、
将
来
、
北
信
州
の

発
展
を
支
え
、
未
来
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
人
を
育
て

て
い
き
ま
す
。
農
業
・
食
物
・
環
境
な
ど
に
つ
い
て
興

味
・
関
心
が
あ
り
、
生
徒
会
や
部
活
動
に
お
い
て
意
欲

的
に
活
動
し
、
入
学
後
も
学
業
と
の
両
立
を
目
指
す
人

を
待
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
や
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
学

び
、
夢
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
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若槻 徳
のりみち

道
巡査部長

木 島 平 村
駐 在 所

　

自
転
車
の
安
全
利
用
で
き
て
い
ま
す

か
。
自
転
車
も
車
両
で
す
の
で
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
原
則
と
し
て
車
道
の
左
側
を
通
行

○
「
な
が
ら
運
転
」
は
や
め
ま
し
ょ
う

（
※「
な
が
ら
運
転
」と
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　

ン
や
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
や
、

　

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
や
イ
ヤ
ホ
ン
を
使
用

　

し
な
が
ら
運
転
す
る
こ
と
）

○
「
シ
ェ
ア
・
ザ
・
ロ
ー
ド
」
の
精
神
で

　

自
転
車
も
お
互
い
に
思
い
や
り
ま

　

し
ょ
う

　

県
で
は
、
自
転
車
事
故
で
相
手
方
の

身
体
に
生
じ
た
損
害
を
補
償
す
る
自
転

車
損
害
賠
償
保
険
等
へ
の
加
入
が
義
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
の
安
全
利
用
や
損
害
賠
償
保

険
等
へ
の
加
入
相
談
先
は
県
の
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
転
車
の
安
全
利
用
促
進
を

野沢温泉村 おぼろ月夜の館斑山文庫開館 30 周年記念特別展Ⅰ
「高野辰之の世界－対雲山荘の日々－」

　辰之が対雲山荘で過ごした日々に歩いた場所や関わった人々を辿り、
辰之の愛した野沢温泉の魅力や辰之の人柄に迫る。
◉展示内容　辰之ロードマップ、高野家の調度品、辰之が過ごしたころの
　　　　　　野沢温泉村の写真、辰之の墨跡や書簡
◉展示期間　７月５日㈰まで
◉開館時間　午前９時～午後５時（午後４時 30 分受付終了）
◉休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）
◉観 覧 料　一般 300 円、小中学生 150 円
◉問 合 せ　おぼろ月夜の館 ―斑山文庫―　☎ /FAX　0269-85-3839

そ
の
他
、
長
野
県
警
で
は

様
々
な
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
へ

※今月の飯山市、栄村からのお知らせはお休みです。

み
ゆ
き
野
斎
苑

・
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
へ
の
協
力

の
お
願
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
次
の
施

設
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
斎
場
入
場
者
に
つ
い
て

○
斎
場
入
場
者
は
必
要
最
小
限
で
。

○
マ
ス
ク
の
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
ご
協
力
を
。

○
体
調
が
悪
い
方
や
、
持
病
の
あ
る
方
は
来
場
を
で
き
る

　

だ
け
控
え
て
く
だ
さ
い
。

◉
待
合
時
間
に
つ
い
て

○
密
接
を
避
け
る
た
め
、待
合
ロ
ビ
ー
は
使
用
禁
止
で
す
。

○
待
合
室
内
で
の
会
食
は
、
飲
み
物
程
度
に
控
え
て
く
だ

　

さ
い
。

○
感
染
防
止
の
た
め
、
火
葬
中
の
待
機
時
間
は
、
自
家
用

　

車
内
等
で
の
待
機
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ　

☎
０
２
６
９
―

６
２
―

３
０
４
２

【
み
ゆ
き
野
斎
苑
】（
火
葬
場
）

◉
ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て

○
極
力
マ
ス
ク
の
着
用
を
。

○
ご
み
を
降
ろ
す
際
の
下
車
す
る
の
は
１
人
の
み
で
。

○
ご
み
収
集
場
所
へ
出
せ
る
ご
み
は
、
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川

　

へ
の
持
ち
込
み
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

○
今
後
の
状
況
に
よ
り
、
休
日
の
臨
時
受
入
を
中
止
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◉
第
11
回
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
の
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川

フ
ェ
ア
は
中
止
と
し
ま
す
。

◉
問
合
せ　

☎
０
２
６
９
―

６
９
―

１
０
８
５

【
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
】 

自
転
車
保
健
へ
の
加
入
は
義
務
で
す
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５月
15

金

16

土

17

日

18

月
　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

14
時
～

19

火

20

水
　

心
配
ご
と
相
談
（
電
話
相
談
の
み
）
９
時
～
12
時

21

木
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会

22

金
　

林
道
清
水
平
線
開
通　

16
時
～

23

土

24

日

25

月
　

農
業
委
員
会
総
会　

17
時
～

26

火

27

水

28

木

29

金

30

土

31

日
　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

村
税
等
口
座
振
替
日

広
報
配
布
日

５月の村税等の口座振替日は５月 25日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

もったいない情報

【生活環境係 内線１２１】

エコパーク寒川
燃やせる

ごみ処分量
令和２年４月 平成31年４月 前年同月比
67,410kg 71,760kg 94％

燃えない
ごみ処分量

令和２年４月 平成31年４月 前年同月比
6,430kg 5,670kg 113％

燃やせるごみ処分量を減らしましょう。
分別収集とリサイクルにご協力ください。
ルールを守り、気持ち良くゴミを出しましょう。

伝
言
板

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

◉
電
波
法
を
ご
存
知
で
す
か

　

公
共
の
電
波
を
正
し
く
使
用

す
る
た
め
に
、
電
波
法
と
い
う

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

 

し
か
し
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
「
不
法
無
線
局
」
か
ら
発
さ

れ
る
電
波
に
よ
る
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
受
信
障
害
や
、
消
防
・

救
急
や
航
空
な
ど
重
要
な
無
線

通
信
へ
の
混
信
や
妨
害
は
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。 

◉
違
法
な
無
線
機
器
に
注
意

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
な
ど

に
よ
り
、
日
本
で
は
使
用
で
き

な
い
外
国
規
格
の
違
法
な
無
線

機
器
（
技
適
マ
ー
ク
が
付
い
て

い
な
い
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な

ど
）
が
流
通
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
比
較
的
容
易
に
入

手
で
き
る
た
め
、
法
令
違
反
の

認
識
が
な
い
ま
ま
使
用
し
、
混

信
妨
害
の
原
因
と
な
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
財
産
で
あ
る
電
波

の
良
好
な
利
用
環
境
を
守
る
た

め
不
法
無
線
局
」
を
な
く
し
、

電
放
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ

う
。

 

電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、
総

務
省
信
越
総
合
通
信
局
ま
で
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局 

○
監
査
調
査
課

（
無
線
設
備
へ
の
配
信
・
妨
害

 

及
び
違
法
な
無
線
設
備
の
情

 

報
に
関
す
る
こ
と
）

　

☎
０
２
６
―

２
３
４
―

９
９
７
６

○
受
信
障
害
対
策
官

（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送

 

の
受
信
障
害
に
関
す
る
こ
と
）

　

☎
０
２
６
―

２
３
４
―

９
９
９
１

○
総
合
通
信
相
談
所

（
そ
の
他
、
情
報
通
信
の
行
政

 

相
談
に
関
す
る
こ
と
）

　

☎
０
２
６
―

２
３
４
―

９
９
６
１

ゴミの減量化作戦
きちんと分別　燃やせるごみと資源ごみ

・シニアカー
譲ってください ※掲載期間が６か月

　経過した品物は、
　ふう太ネットで
　紹介しています。

譲りたい、譲ってほしい品物がある人は
生活環境係までご連絡ください。
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６月

社
協
関
係
の
行
事
は
41
ペ
ー
ジ
「
社
協
の
予
定
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

1

月
　

就
学
相
談
委
員
会　

15
時
30
分
～

2

火

3

水
　

心
配
ご
と
相
談
（
電
話
相
談
の
み
）
９
時
～
12
時

4

木

5

金

6

土

7

日

8

月

9

火

10

水

11

木
　

６
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
～
25
日
ま
で
）

　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

12

金

13

土

14

日

15

月

村
税
等
納
期
限

広
報
配
布
日

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 7 野沢温泉村 0 0 8 その他 0 0 4

飯山市 0 0 65 栄村 0 0 13 《合計》 0 0 97

件 件 件 件 件件 件件 件
４月の出動件数 （岳北消防本部）

受付：13：00 ～ 13：30
場所：保健センター
◉水痘 : ５月 28 日㈭
　対象：平成 30 年８～ 10 月生まれ

　　　 平成 31 年２～ ４ 月生まれ
◉四種混合：６月１日㈪
◉日本脳炎第１期初回１回目
　　　　　：６月３日㈬
　対象：平成 28 年９月
　　　　～平成 29 年２月

◉日にち：５月 21 日㈭
　受付：11：30 ～ 11：45
　場所：木島平村診療所
　対象：令和元年 10 月生まれ
◉日にち：６月 15 日㈪
　受付：11：45 ～ 12：00
　場所：木島平クリニック
　対象：令和元年 11 月生まれ

受付：13：00 ～ 13：30
場所：保健センター
◉日にち：５月 20 日㈬
　対象：平成 29 年４月生まれ
　　　   平成 30 年４・10 月生まれ
　　　   令和元年５・10 月生まれ
　　　   令和２年１月生まれ
◉日にち：６月 17 日㈬
　対象：平成 29 年５月生まれ
　　　  平成 30 年５・11 月生まれ
　　　   令和元年６・11 月生まれ
　　　   令和２年２月生まれ

日時：６月 11 日㈭
           ９：00 ～ 11：00
場所：保健センター
 

予 防 接 種

BCG 予防接種

乳幼児健診

子ども健康相談

おひさま教室

消すまでは　責任持ちます　わたしの火

【５月 20 日㈬～６月 19 日㈮】

今年度のおひさま教室は、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため、し
ばらくの間お休みです。
今後の予定につきましては随時お知
らせします。

今年度のおひさま広場は、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため、し
ばらくの間お休みです。
今後の予定につきましては随時お知
らせします。

おひさま広場
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６
月
11
日
（
木
）
定
例
会 

開
会
日

６
月
23
日
（
火
）
一
般
質
問

６
月
24
日
（
水
）
一
般
質
問

６
月
25
日
（
木
）
採
決
・
閉
会

　

請
願
・
陳
情
は
早
め
に
議
会
事
務

局
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
事
務
局

員
に
内
容
の
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
２
年
３
月 
第
１
回
定
例
会

  

行
政
事
務
一
般
質
問  

要
旨

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が
行
政
全
般
に

わ
た
り
、
課
題
等
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
村
長
は
じ
め
執
行
機
関
に
対
し
、

事
業
・
事
務
等
の
執
行
状
況
や
、
将
来

に
対
す
る
方
針
な
ど
に
つ
い
て
公
に
質

問
し
、
説
明
や
見
解
を
求
め
る
大
事
な

機
会
で
す
。

　

な
お
、
要
旨
は
質
問
者
が
自
ら
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

右
側
に
あ
る
「
行
政
一
覧
」
の
中
か
ら

「
木
島
平
村
議
会
」
を
選
び
ま
す
。

の
順
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

４
月
23
日（
木
）臨
時
会
が
開
か
れ
、

上
程
さ
れ
た
議
案
を
全
て
全
会
一
致
で

承
認
し
ま
し
た
。

承　

認　

す
べ
て
専
決
処
分
（
※
）

【
条
例
の
一
部
改
正
】

■
税
条
例

　

法
律
の
改
正
に
伴
う
改
正
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例

　

法
律
の
改
正
に
伴
う
改
正
。

■
介
護
保
険
条
例

　

低
所
得
者
の
保
険
料
を
軽
減
。

【
補
正
予
算
】

■
一
般
会
計

①
保
育
支
援
事
業
費
（
全
額
国
費
）。

　

保
育
園
に
加
湿
器
５
台
と
消
毒
液
等

　

を
購
入
。

　

歳　

出　
　
　
　
　
　

50
万
円
追
加

②
村
税
、
地
方
交
付
税
等
の
確
定
、

　

事
業
完
了
に
伴
う
最
終
調
整
。

　

歳　

出　
　

▲
２
３
３
４
万
２
千
円

　

総　

額　
　

41
億
１
７
１
万
５
千
円

■
奨
学
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計

　

貸
付
の
減
少
に
伴
う
一
般
会
計
へ
の

　

操
出
金
。

　

歳　

出　
　
　
　

34
万
５
千
円
追
加

　

総　

額　
　
　
　

９
０
４
万
６
千
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

北
信
広
域
連
合
へ
の
給
付
金
の
増
。

　

歳　

出　
　
　
　
　
　

７
千
円
追
加

　

総　

額　
　
　

５
７
２
２
万
２
千
円

（
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
）

　

一
般
質
問
全
て
の
会
議
録
は
、
村
の

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。木

島
平
村
議
会
➡ 

会
議
録 

➡

一
般
質
問 

➡ 

令
和
２
年
３
月

第
１
回
木
島
平
村
議
会
定
例
会

一
般
質
問

令
和
２
年  

第
３
回
臨
時
会

※
繰
越
明
許
費 

繰
越
計
算
書
と
は

　

使
い
道
を
決
め
た
予
算
は
、
そ
の
年
度

内
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

事
業
の
支
出
が
年
度
内
に
終
わ
ら
な
い
場

合
な
ど
、
予
算
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て

使
え
る
よ
う
に
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、

当
初
予
算
と
は
別
に
使
う
経
費
の
こ
と
を

「
繰
越
明
許
費
」
と
い
い
ま
す
。

　

な
お
、
繰
り
越
し
た
後
に
は
、
前
年
度

か
ら
繰
り
越
さ
れ
て
き
た
事
業
と
金
額
の

一
覧
表
「
繰
越
計
算
書
」
を
つ
く
っ
て
議

会
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

報　

告

■
令
和
元
年
度 

一
般
会
計

　

繰く
り
こ
し
め
い
き
ょ
ひ

越
明
許
費 

繰く
り
こ
し
け
い
さ
ん
し
ょ

越
計
算
書（
※
）

①
治
山
林
道

　

繰
越
額　
　
　
　

６
５
１
万
９
千
円

②
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化

　

繰
越
額　
　
　
　

４
０
０
万
４
千
円

③
地
籍
調
査

　

繰
越
額　
　
　

２
５
８
８
万
４
千
円

④
農
地
及
び
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

　

繰
越
額　
　
　

１
４
８
１
万
７
千
円

６
月
定
例
会
の
予
定

〇
請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
日

　
　
　

６
月
４
日（
木
）

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

保
険
給
付
費
の
各
項
目
の
精
算
に

　

伴
う
減
。

　

歳　

出　
　

▲
１
９
７
０
万
９
千
円

　

総　

額　

５
億
４
９
１
３
万
３
千
円

■
観
光
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算

　

事
業
精
算
に
伴
う
減
。

　

歳　

出　
　
　

▲
１
３
３
万
６
千
円

　

総　

額　
　
　

３
２
９
１
万
２
千
円

※
専
決
処
分
と
は

　

本
来
、
議
会
が
決
定
す
べ
き
事
項
を
、

緊
急
時
で
議
会
を
招
集
す
る
時
間
が
な
い

な
ど
特
定
の
場
合
に
限
り
、
村
長
が
議
会

に
代
わ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
で
す
。

　

処
理
後
は
議
会
で
報
告
し
て
承
認
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。



質　

問

　

認
知
症
発
症
者
の
日
々
の
苦
悩
は
計

り
知
れ
な
い
。
介
護
家
族
も
同
様
で
あ

る
。
在
宅
の
場
合
は
、
３
６
５
日
24
時

間
、気
を
配
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。認

知
症
の
皆
さ
ん
の
事
故
が
心
配
さ
れ
る
。

　

認
知
症
発
症
者
が
原
因
の
賠
償
保
険

制
度
が
必
要
と
考
え
る
が
、
村
は
保
険

料
の
公
費
負
担
は
で
き
な
い
か
。
65
歳

以
上
の
村
民
の
交
通
災
害
共
済
の
公
費

加
入
は
評
価
で
き
る
。
介
護
保
険
開
始

20
年
で
実
現
で
き
な
い
か
。
公
費
負
担

で
、
潜
在
的
な
把
握
に
つ
な
が
る
。

村　

長

　

損
害
賠
償
保
険
制
度
へ
の
加
入
と
一

部
公
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
認
知
症
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
を
対
象
に
、
既
実
施
市
町
村
の
事
例

な
ど
、
調
査
、
研
究
し
た
い
。

再
質
問

　

潜
在
的
な
発
症
者
を
つ
ぶ
さ
に
発
見

す
べ
き
で
あ
る
。

村　

長

　

個
人
情
報
の
難
し
さ
が
あ
る
。

議会だより 2020.5（No.227）

質　

問

①
集
落
事
務
、
特
に
会
計
処
理
に
集
落

担
当
職
員
の
実
務
的
支
援
を
。

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
集
落
支
援
員

の
制
度
は
、「
地
域
消
滅
」
の
補
完

制
度
で
、
小
規
模
集
落
の
振
興
に
活

用
し
て
い
る
か
。

③
６
次
総
合
計
画
に
、
地
域
要
望
が
生

か
さ
れ
て
い
る
か
。
地
元
負
担
の
過
多

で
、
諦
め
る
事
態
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　
　

営
農
者
に
交
付
さ
れ
る
中
山
間
直

接
支
払
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

を
活
用
す
る
と
い
う
指
導
も
あ
る
が
、

条
件
不
利
地
で
の
国
土
保
全
や
農
地

維
持
に
対
応
し
て
い
る
農
業
者
自
身

の
交
付
金
で
は
な
い
か
。

村　

長

　

集
落
の
維
持
は
、
高
齢
化
や
人
口
減

少
が
進
む
中
、
重
要
な
課
題
。
財
政
状

況
や
人
員
等
、
す
べ
て
対
応
で
き
な
い
。

③
中
山
間
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　

は
、
国
・
県
補
助
に
、
村
が
４
分

の
１
を
か
さ
上
げ
で
取
り
組
ん
で
き

た
。
国
、
県
の
個
々
の
補
助
事
業
が

な
く
な
り
、
農
業
施
設
等
の
維
持
管

理
、
改
修
等
に
活
用
さ
れ
た
い
。

総
務
課
長

①
集
落
支
援
と
し
て
、職
員
が
集
落
会
計

　

事
務
を
部
分
的
に
担
う
こ
と
は
可
能
。

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、
今
は
い

な
い
。
集
落
支
援
員
は
、
観
光
の
振

興
、
農
業
の
振
興
、
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
の
事
業
に
従
事
、
担
当
地
域

や
集
落
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
。

③
実
施
計
画
の
積
み
上
げ
で
、
村
事
業

と
集
落
要
望
事
業
を
調
整
し
、
事
業

費
の
見
直
し
、
計
画
自
体
の
見
直
し

を
集
落
と
と
も
に
行
っ
て
い
る
。
後

年
度
以
降
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

　

地
元
負
担
率
を
見
直
し
て
い
る
。

再
質
問

　

集
落
支
援
は
村
政
の
最
大
課
題
で
あ

る
。
こ
ま
め
に
集
落
に
入
り
、
で
き
れ

ば
集
落
担
当
職
員
は
区
の
役
員
の
一
部

に
入
れ
な
い
か
。
課
長
答
弁
の
決
算
書

程
度
の
支
援
は
、
進
め
て
ほ
し
い
。

村　

長

　

集
落
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
の
観

点
で
進
め
た
い
。
地
元
負
担
に
つ
い
て
、

道
路
、
農
道
、
水
路
等
、
同
時
に
進
め

る
こ
と
は
難
し
い
。
道
路
負
担
は
、

１
年
を
め
ど
に
進
め
た
い
。

質　

問

　

台
風
19
号
の
被
害
、
未
曾
有
の
少
雪
、

進
行
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
肺
炎

の
発
生
で
、本
村
経
済
が
、疲
弊
し
て
い

る
。
新
年
度
予
算
は
、
ど
ん
な
思
い
で
、

振
興
策
を
盛
り
込
ま
れ
た
か
、
目
に
見

え
な
い
。
新
型
肺
炎
は
、
想
定
外
で
あ

り
、
補
正
予
算
対
応
と
思
う
が
。

　

施
政
方
針
演
説
に
県
の
「
気
象
非
常

事
態
宣
言
」
の
賛
同
と
あ
る
が
、
村
と

し
て
何
を
す
る
の
か
。
理
念
だ
け
で
あ

り
、
ソ
フ
ト
事
業
を
起
債
（
借
金
）
で

進
め
、
後
年
度
に
負
担
を
残
す
、
村
の

財
政
確
保
の
た
め
の
風
潮
は
、
本
来
で

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

村　

長

　

予
算
は
、
総
合
計
画
の
重
点
施
策
に

沿
っ
た
事
業
を
、
効
率
よ
く
執
行
す
る

よ
う
、
指
示
を
し
た
。

　

新
型
肺
炎
は
、
状
況
が
明
ら
か
で
な

く
、
国
も
大
型
補
正
予
算
で
支
援
策
等

を
行
う
と
し
て
い
る
。
一
自
治
体
レ
ベ

ル
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
国
、

県
の
支
援
策
を
有
効
に
使
っ
て
い
く
。

再
質
問

　

す
べ
て
の
施
策
は
、
村
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
。
将
来
の
話
で
は
な

く
、今
の
話
で
あ
る
。ど
う
対
応
す
る
か
。

村　

長

　

必
要
な
も
の
は
、
補
正
予
算
等
を
組

み
対
応
し
て
い
く
。
融
資
型
の
支
援
で

な
く
、
給
付
型
の
支
援
を
と
い
う
意
見

が
出
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

村
自
体
の
対
応
は
難
し
い
。
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質　

問

村　

長

３
．
認
知
症
発
症
者
保
険
の

　
　

公
費
負
担
は
で
き
な
い
か

質　

問

村　

長

１
．
集
落
支
援
の
方
策
は
い
か
が
か

２
．
三
重
苦
下
の
経
済
振
興
方
策
は

村　

長

村　

長

村　

長

村　

長

再
質
問

質　

問

再
質
問

総
務
課
長

再
質
問



質　

問

　

昨
年
９
月
、
厚
労
省
が
全
国
４
２
４

の
公
立
・
公
的
等
病
院
の
再
編
統
合
計

画
を
発
表
。
そ
こ
に
飯
山
赤
十
字
病
院

が
含
ま
れ
て
い
た
。
地
域
住
民
の
健
康

と
命
に
関
わ
る
こ
と
。
岳
北
４
市
村
は
、

維
持
存
続
を
求
め
る
署
名
活
動
を
実
施
。

存
続
運
動
の
状
況
は
。

民
生
課
長

　

署
名
運
動
に
よ
り
、
日
赤
再
編
統

合
に
は
反
対
の
方
針
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
署
名
内
容
は
、「
飯
山
赤
十

字
病
院
に
対
し
、
他
病
院
と
の
統
合
や

機
能
の
縮
小
を
求
め
な
い
こ
と
。
そ
し

て
、
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
は
、
地

域
に
お
け
る
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
、

再
編
・
統
合
を
強
制
し
な
い
こ
と
」。

３
３
１
２
人
の
村
民
か
ら
の
署
名
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

質　

問

　

昨
年
10
月
、
消
費
税
が
10
％
に
上
が

り
、
村
民
か
ら
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た

と
の
声
が
聞
か
れ
る
。
消
費
税
は
国
民

一
律
に
課
税
さ
れ
累
進
機
能
は
な
い
。

総
務
課
長

③
「
木
島
平
村
地
域
防
災
計
画
」
は
、

平
時
か
ら
の
予
防
活
動
、
災
害
時
の

応
急
活
動
な
ど
村
の
対
策
全
般
に
わ

た
る
基
本
的
事
項
を
村
防
災
会
議
に

諮
り
、
平
成
11
年
９
月
に
制
定
し
た
。

内
容
の
更
新
は
、
随
時
行
っ
て
い
る
。

「
木
島
平
村
原
子
力
災
害
対
策
計
画
」

を
平
成
29
年
３
月
に
策
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
柏
崎
の
原
発
か
ら
60
㎞
の

位
置
で
あ
り
、
予
防
的
防
護
措
置
の

準
備
等
、
全
般
的
に
村
が
と
る
べ
き

対
策
の
計
画
。
ま
た
、
村
ぐ
る
み
防

災
訓
練
に
お
い
て
も
、
自
主
防
災
組

織
の
強
化
を
重
点
事
項
に
し
て
い
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
平
成
27
年
に

更
新
し
、
広
報
と
併
せ
て
全
戸
配
布

し
て
い
る
。

　
　

原
大
沢
上
段
に
堰
堤
が
完
成
し
た

こ
と
も
あ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
が

一
部
変
更
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
台

風
災
害
を
受
け
、
県
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
県
管
理
河
川
の
浸
水
想
定
区

域
図
を
作
成
す
る
意
向
が
あ
る
。
そ
れ

に
合
わ
せ
て
更
新
を
し
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

国
保
税
は
高
い
と
の
声
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
る
か
。

民
生
課
長

　

県
内
77
市
町
村
の
順
位
付
け
の
中
で
は
、

一
人
当
た
り
の
税
額
の
多
い
方
か
ら
34

番
目
。
額
は
、
年
８
万
６
２
２
８
円
。

決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い
。

質　

問

　
「
農
の
拠
点
」
と
村
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
の
に
生
鮮
野
菜
が
少
な
い
。

お
客
さ
ん
の
期
待
に
十
分
応
え
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
農
家
の
協
力
、
理
解

を
得
て
、
農
産
物
が
集
ま
る
経
営
改
善

の
努
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村　

長

　

近
く
に
村
が
関
わ
っ
た
直
売
所
が
あ

る
。
農
産
物
の
販
売
を
増
や
し
て
い
く

上
で
、
他
の
直
売
所
の
経
営
等
に
ど
う

い
う
影
響
が
出
る
か
、
考
え
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

質　

問

　

村
の
良
質
米
を
加
工
し
た
米
っ
娘

ラ
ー
メ
ン
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
う
ど
ん
が
開

発
さ
れ
、
好
評
の
中
販
売
、
学
校
給
食

に
も
提
供
さ
れ
た
。
６
次
産
業
化
を
村

の
施
策
の
柱
に
掲
げ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
な
ぜ
継
続
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

産
業
企
画
室
長

　

米
粉
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
地
産
地

消
、
米
の
消
費
拡
大
と
い
う
こ
と
で
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

採
算
性
や
継
続
性
等
を
検
証
し
た
結

果
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
６
次
産
業
化
、
特
産
品

開
発
等
、
積
極
的
に
必
要
な
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。
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質　

問
１
．
飯
山
赤
十
字
病
院
再
編
統
合
問
題

村　

長
５
．
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の

今
後
に
つ
い
て

質　

問
２
．
消
費
税
引
上
げ
に
よ
る
影
響
は

４
．
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

６
．
農
産
品
の
加
工
販
売
に
つ
い
て

民
生
課
長

総
務
課
長

民
生
課
長

質　

問

質　

問

質　

問

産
業
企
画
室
長

村
民
の
消
費
税
に
対
す
る
声
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

村　

長

　

日
本
の
消
費
税
率
が
特
別
高
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
消
費
税
は
、
国

民
が
一
律
に
負
担
し
、
福
祉
や
教
育

な
ど
支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
生
活

を
支
え
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
支
え

る
人
材
の
育
成
を
支
え
る
た
め
の
税

と
考
え
て
い
る
。

質　

問

①
県
の
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
受
け
て

村
も
早
期
に
宣
言
を
出
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
木
島
平
エ
コ
ビ
レ
ッ

ジ
構
想
の
進
捗
状
況
と
村
の
関
わ
り

に
つ
い
て
。

③
風
水
害
は
、
予
想
を
大
き
く
超
え
て

発
生
し
、
原
発
災
害
避
難
と
い
う
新

た
な
課
題
も
生
じ
て
い
る
。
村
民
が

安
心
し
て
生
活
し
、
万
が
一
の
災
害

時
に
は
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
防

災
計
画
・
防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
。

村　

長

①
実
効
性
等
、
具
体
的
に
示
し
た
上
で

　

非
常
事
態
宣
言
を
出
し
て
い
き
た
い
。

産
業
課
長

②
元
気
づ
く
り
支
援
金
が
採
択
と
な

れ
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
業
の
着
手
、

設
備
整
備
と
そ
の
検
証
を
進
め
な
が

ら
、
公
共
施
設
へ
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
利
用
の
検
討
を
進
め
る
考
え
。

村　

長

村　

長

３
．
地
球
温
暖
化
と
異
常
気
象
の
対
応

質　

問

産
業
課
長



　
質　

問

　

第
一
通
学
区
と
し
て
飯
山
高
校
、
下

高
井
農
林
高
校
（
以
下
「
農
林
高
校
」）

の
２
校
の
存
続
が
困
難
な
場
合
、
農
林

高
校
を
飯
山
高
校
の
地
域
キ
ャ
ン
パ
ス

（
分
校
）
と
す
る
こ
と
で
１
月
14
日
に

県
教
委
に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
。
各

地
区
で
懇
談
会
が
開
か
れ
た
が
、「
も

う
少
し
時
間
を
か
け
て
議
論
を
尽
く
す

べ
き
」
と
の
意
見
が
多
数
を
占
め
、
議

論
が
拙
速
に
進
ん
で
い
る
と
新
聞
記
事

で
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
そ
れ

ほ
ど
急
い
で
意
見
提
案
書
を
提
出
さ
れ

た
の
か
。

村　

長

　

今
後
、
高
校
の
魅
力
向
上
と
存
続
に

向
け
て
、
地
域
の
自
治
体
、
企
業
な
ど

が
継
続
し
て
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
将
来
の
在
り
方
を
早

め
に
決
め
て
、
ど
う
い
う
こ
と
が
で
き

る
の
か
考
え
て
い
く
方
が
良
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

教
育
長

　
「
農
林
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
」
は
、

第
一
通
学
区
に
関
わ
る
村
民
を
含
む
地

域
住
民
、ま
た
、卒
業
生
の
想
い
は
「
存

続
」
で
あ
る
こ
と
は
申
し
上
げ
る
ま
で

も
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
言
及
す
る
ま
で
も

な
く
15
年
後
に
は
、生
徒
数
が
「
88
人
」

も
減
り
、
第
一
通
学
内
で
は
「
１
６
７

人
」
程
度
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
今
か
ら
「
２
校
存
続
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
、
地
域
の
中
学
生
の

期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
ど
う
学
び
の

場
を
確
保
す
る
か
」
の
視
点
か
ら
、
協

議
会
で
協
議
・
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

　

こ
こ
で
、
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と

が
３
つ
あ
る
。

①
「
県
に
意
見
提
案
書
」
を
出
し
た
か

ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
農
林
高
校
が

な
く
な
る
訳
で
は
な
い
。

②
農
林
高
校
が
存
続
で
き
る
よ
う
に
、

今
か
ら
魅
力
ア
ッ
プ
に
向
け
て
、
地

域
を
巻
き
込
ん
だ
組
織
づ
く
り
、
広

域
的
に
継
続
し
た
議
論
を
す
る
場
の

確
保
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
農
林
高
校
の
存
続
に
向
け
て
、
同
窓

生
を
含
め
て
、
旧
第
一
通
学
区
内
の

行
政
・
地
域
の
献
身
的
な
努
力
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
将
来
的
に
学
校
規
模

の
さ
ら
な
る
縮
小
が
見
込
ま
れ
、
２

校
の
存
続
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、

ど
う
す
る
か
。
今
後
の
岳
北
地
域
の

高
校
教
育
の
あ
り
方
と
し
て
、
協
議

会
で
協
議
・
検
討
し
て
き
た
結
論

が
「
農
林
高
校
を
飯
山
高
校
の
地
域

キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
、
農
林
高
校
の

教
育
施
設
を
活
用
し
た
地
域
キ
ャ
ン

パ
ス
化
」
で
あ
る
。

村　

長

　

農
林
高
校
の
魅
力
を
高
め
る
取
り
組

み
の
協
議
を
行
い
、
県
教
育
委
員
会
に

そ
の
結
果
を
提
案
。
県
の
教
育
長
に
直

に
手
渡
し
た
文
書
に
も
そ
の
こ
と
を
入

れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
要
望
を
合
わ
せ
て
提
言

し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
で
議
論
が
終

わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
ま
た

議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

再
質
問

　

今
か
ら
農
林
高
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
に

向
け
て
、
地
域
を
巻
き
込
み
、
農
林
高

校
の
永
劫
存
続
に
向
け
た
組
織
づ
く
り

に
動
く
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
た
。
私

も
そ
の
一
員
と
し
て
頑
張
り
た
い
。

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
て
い
く

の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

村　

長

　

農
林
高
校
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の

取
り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら
ま
た
議
論
を

し
て
い
く
が
、
本
村
が
中
心
と
な
っ
て

そ
の
組
織
を
作
っ
て
い
く
よ
う
に
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質　

問

　

平
成
24
年
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、「
里
山
の
家
木
島
平
（
以
下
「
里

山
の
家
」）
の
設
置
に
あ
た
り
、
旧

北
部
小
学
校
の
校
舎
を
無
償
譲
渡
し
、

村
の
補
助
金
３
億
２
６
０
０
万
円
を

交
付
し
て
い
る
。

　

そ
の
際
、
特
に
里
山
の
家
の
３
階
の

研
修
宿
泊
施
設
は
、
地
域
と
村
内
施
設
、

事
業
所
が
連
携
し
て
よ
り
良
い
介
護
の

実
現
、
介
護
の
人
材
の
育
成
、
地
域
の

交
流
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、

村
と
し
て
関
わ
っ
て
い
く
場
だ
と
言
っ

て
い
る
。
そ
の
後
の
運
用
状
況
は
。

民
生
課
長

　

農
林
高
校
の
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科

２
年
生
と
里
山
の
家
の
入
所
者
と
の
今

年
度
の
交
流
は
、

①
干
し
柿
づ
く
り
（
民
生
児
童
委
員
、

大
町
区
民
、食
育
の
会
の
皆
さ
ん
と
）

②
切
り
干
し
大
根
づ
く
り
（
民
生
児
童

委
員
、
食
育
の
会
の
皆
さ
ん
と
）

③
お
や
き
づ
く
り
（
食
育
の
会
の
皆
さ

ん
と
）

　

な
ど
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
２
回
ほ
ど
介
護

体
験
等
も
行
っ
て
い
る
。

　

農
林
高
校
と
里
山
の
家
の
連
携
・
交

流
は
、
村
が
間
に
入
り
進
め
て
い
る
。

村　

長

　

現
在
は
、
里
山
の
家
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
介
護
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
外
国

人
も
含
め
て
、
多
様
な
人
材
が
介
護
人

材
と
し
て
育
成
で
き
る
よ
う
に
里
山
の

家
と
協
議
を
し
て
い
る
段
階
。
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１
．
下
高
井
農
林
高
校
の

存
続
に
つ
い
て

質　

問

村　

長

質　

問

山本 隆樹  議員

２
．
里
山
の
家
木
島
平
の
３
階

研
修
宿
泊
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

教
育
長

村　

長

村　

長

再
質
問

村　

長

民
生
課
長



質　

問

①
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
放
課
後
は
、

の
び
の
び
で
き
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム

で
あ
り
、
放
課
後
の
過
ご
し
方
は
子
ど

も
の
成
長
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
次
の
事
業
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ「
児
童
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て

　
「
利
用
料
」（
近
隣
に
比
較
し
て
高
い
）
と

「
お
や
つ
」（
補
食
と
し
て
子
ど
も
に
必

要
な
も
の
）
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

Ｂ「
子
ど
も
教
室
」
に
つ
い
て

　
　

文
科
省
の
指
針
で
は
、
子
ど
も
教
室

　

は
全
児
童
対
象
で
、
保
険
料
を
除
き
原

則
無
料
。「
社
会
性
、
自
主
性
、
創
造

性
な
ど
豊
か
な
人
間
性
を
養
う
こ
と
」

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
る

こ
と
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
。

　

整
合
性
や
内
容
等
の
見
解
は
。

②
学
校
で
の
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
生
徒
へ
の
配

慮
」
に
つ
い
て

　
　

教
育
長
の
答
弁
で
は
「
相
談
が
あ
れ

ば
対
応
す
る
」
と
の
こ
と
だ
が
、
制
服

の
見
直
し
含
め
、
当
事
者
が
つ
ら
い
思

い
を
す
る
前
に
、
様
々
な
場
面
を
想
定

し
、
配
慮
す
る
こ
と
が
「
人
権
の
村
づ

く
り
」
と
し
て
の
対
応
で
は
な
い
か
。

③
妊
娠
期
か
ら
の
「
親
育
て
」
に
つ
い
て

・
現
代
は
、便
利
に
な
っ
た
し
わ
寄
せ
が
子

ど
も
の
心
身
や
脳
の
発
達
を
蝕
む
よ
う

な
状
況
で
あ
り
、
意
識
し
て
子
育
て
す

る
必
要
が
あ
る
。「
妊
娠
中
や
乳
幼
児

期
の
『
親
育
て
』」
に
力
を
入
れ
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
。現
状
と
今
後
の
計
画
は
。

・
参
加
率
１
０
０
％
の「
乳
幼
児
検
診
時
」

の
活
用
、「
子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
な
ど
検
討
で
き
な
い
か
。

教
育
長

①
Ａ
「
利
用
料
」
の
見
直
し
が
必
要
か
ど

う
か
は
検
討
す
る
。「
お
や
つ
」
は
大

半
の
保
護
者
か
ら
「
無
く
て
も
良
い
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
、
提
供
し
て
い
な

い
が
、
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

　

Ｂ
村
で
は
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室
」
と

し
、
学
習
支
援
を
目
的
と
し
て
い
る
。

「
実
費
相
当
額
の
徴
収
も
可
」
と
さ
れ
、

１
回
３
０
０
円
を
保
護
者
負
担
と
し
て

い
る
。(

児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
は
無
料)

②
全
生
徒
が
自
信
を
も
っ
て
学
校
生
活
が

で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
は
重
要
。

「
統
計
的
に
10
人
に
１
人
が
該
当
す
る
」

（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
総
合
研
究
所
の
調
査
）
と

も
言
わ
れ
、
こ
れ
を
念
頭
に
、
学
校
・

保
護
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

慎
重
に
、
差
別
が
助
長
さ
れ
な
い
よ
う

十
分
検
討
・
相
談
の
上
、対
応
を
考
え
る
。

　
　
「
制
服
の
見
直
し
」
は
中
学
校
主
導

で
、
教
育
委
員
会
は
相
談
に
入
り
な
が

ら
決
め
る
こ
と
だ
が
、
見
直
し
す
る
か

ど
う
か
は
今
後
の
大
き
な
課
題
。

民
生
課
長

③
民
生
課
関
係
の
事
業
は
次
の
と
お
り
。

・「
パ
パ
マ
マ
教
室
」（
出
産
前
に
２
回
開

催
。
参
加
率
50
％
）
妊
娠
期
の
過
ご
し

方
、
妊
娠
か
ら
産
後
の
経
過
、
沐
浴
の

仕
方
。
離
乳
食
や
添
加
物
の
話
な
ど
。

・「
お
ひ
さ
ま
教
室
」
月
１
回
保
健
師
が

保
護
者
の
相
談
に
対
応
。（
５
組
程
度
）

・「
乳
幼
児
検
診
」「
子
ど
も
健
康
相
談
」

・
提
案
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
な
ど
、
ど
の
程
度

の
こ
と
が
可
能
か
、
調
査
研
究
し
た
い
。

質　

問 

①
２
月
末
の
「
首
相
に
よ
る
一
斉
休
校
要

請
」
を
受
け
、
各
自
治
体
で
対
応
が
異

な
っ
た
。
本
村
で
の
決
定
の
経
緯
・
判

断
は
。

②
学
校
や
そ
の
他
の
施
設
、
事
業
の
対
応

に
つ
い
て
、
今
後
の
判
断
基
準
・
対
応

等
、
現
段
階
で
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長

①
県
教
委
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、「
臨
時

休
校
対
応
に
係
る
会
議
」
を
開
催
。
協

議
→
理
事
者
に
報
告
・
決
定
→
小
中
学

校
へ
「
臨
時
休
校
」
決
定
と
保
護
者
へ

の
連
絡
指
示
。

　
　

判
断
要
因
は
次
の
と
お
り
。
⑴
時
機

を
逸
し
た
と
後
悔
し
な
い
危
機
意
識
を

持
っ
た
対
応 

⑵
農
林
高
校
の
卒
業
式

対
応 

⑶
県
立
学
校
の
臨
時
休
校 

⑷
ふ

う
太
の
音
声
告
知
で
１
月
末
か
ら
注
意

喚
起
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
。　
　

③
状
況
が
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、

　

３
月
中
の
状
況
を
み
て
対
応
を
考
え
る
。

質　

問

　

第
２
期「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」（
４
月
に
ス
タ
ー
ト
）は
、第
１
期

の
検
証
を
踏
ま
え
、戦
略
的
・
横
断
的
に
計

画
を
組
み
立
て
、各
部
署
で
ど
れ
だ
け
の
熱

量
で
事
業
に
取
り
組
む
か
が
重
要
。

　

第
１
期
の
「
検
証
」、
第
２
期
で
「
力

を
入
れ
る
こ
と
」「
目
玉
政
策
」「
こ
れ
か

ら
の
村
が
め
ざ
す
方
向
を
表
わ
す
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
」
な
ど
、
村
民
が
ひ
と
つ
の
方

向
に
向
か
う
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
も
の
が
求

め
ら
れ
る
。
見
解
・
構
想
を
伺
う
。

村　

長

　

第
２
期
は
「
具
体
的
な
行
動
」
の
実
効

性
を
高
め
る
た
め
、
情
報
発
信
の
樹
立
が

必
要
。
第
６
次
総
合
振
興
計
画
を
基
に
中

身
を
し
っ
か
り
実
現
し
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長

　

第
２
期
は
「
人
口
減
少
対
策
」
に
特
化

し
、
第
１
期
の
検
証
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

具
体
的
な
行
動
と
し
て
策
定
す
る
。

　

基
本
目
標
を
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た

産
業
振
興
と
雇
用
の
創
出
」「
交
流
人
口

の
拡
大
と
地
域
を
担
う
多
様
な
人
材
の
育

成
」「
子
育
て
環
境
の
充
実
と
安
心
安
全
・

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
設
定
し
、

「
産
業
と
雇
用
」「
移
住
定
住
」「
子
育
て
・

健
康
」
の
観
点
か
ら
、
必
要
な
施
策
を
取

り
ま
と
め
る
。

１
．
子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き 

過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

20

質　

問

質　

問

村　

長

江田 宏子  議員

２
．
学
校
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は

３
．
村
の
総
合
戦
略
に
つ
い
て 

教
育
長

民
生
課
長

教
育
長

質　

問

総
務
課
長
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質　

問

　

令
和
２
年
１
月
23
日
の
臨
時
議
会
で
、

木
島
平
観
光
株
式
会
社
に
対
し
４
千
万
円

の
資
金
の
貸
付
け
が
議
決
さ
れ
た
。
本
来
、

資
金
の
融
資
は
、
金
融
機
関
が
そ
の
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
村
は
出
資
分
の
責
任
に

限
ら
れ
る
べ
き
。

　

村
か
ら
の
直
接
融
資
に
つ
い
て
は
、
条

件
的
に
も
厳
し
さ
が
求
め
ら
れ
る
。

　

直
接
資
金
を
投
入
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
事
情
と
今
後
の
返
済
等
の
見
通
し
は
。

村　

長

　

民
間
の
金
融
機
関
と
い
う
話
も
し
た

が
、
１
月
暮
れ
の
支
出
に
間
に
合
わ
な

い
。
急
遽
、
村
の
予
算
の
中
で
貸
付
け

を
お
願
い
し
た
。
実
際
に
執
行
し
た
の
は

半
分
の
２
千
万
円
。
返
済
に
つ
い
て
も
計

画
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
新
型

肺
炎
の
終
息
の
目
途
が
立
た
な
い
と
計
画

が
立
た
な
い
。

質　

問

　

観
光
振
興
と
し
て
山
岳
観
光
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
具
体
的
な
内
容
、
進
捗
状
況
、

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
観
光
振
興
に
と
っ
て
、
情
報
発

信
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
等
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。　

村　

長

　

通
年
観
光
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
貴
重
な
山
岳
資
源
が
あ
る
。
情
報
発

信
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
れ

か
ら
も
取
組
み
を
強
化
す
る
。

再
質
問

　

地
域
に
お
金
が
落
ち
る
取
り
組
み
に
方

針
を
転
換
し
て
い
く
べ
き
。

　

情
報
の
発
信
に
つ
い
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

と
い
う
の
は
、
間
違
い
。
間
口
を
広
げ
て
、

攻
め
の
情
報
発
信
が
必
要
だ
。「
い
～
な

か
交
流
館
」
は
、
約
１
万
人
の
会
員
に
木

島
平
の
情
報
を
発
信
し
て
い
た
が
廃
止
し

た
。
体
制
等
も
含
め
て
情
報
発
信
に
力
を

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

村　

長

　

山
岳
観
光
だ
け
で
は
経
済
的
な
効
果
が

な
い
。
周
辺
の
観
光
資
源
を
結
び
付
け
た

取
り
組
み
を
し
た
い
。
情
報
発
信
に
つ
い

て
は
、
強
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

質　

問

　

平
成
22
年
か
ら
過
疎
債
と
い
う
借
金
を

し
た
場
合
、
70
％
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

が
、
厳
し
い
財
政
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

産
業
興
し
、
働
く
場
の
創
出
、
村
の
活
性

化
等
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
大
切
。
何
処

に
重
点
を
置
い
て
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ

て
い
る
か
。

村　

長

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
沿
っ
た
施

策
を
取
り
組
ん
で
き
た
。
令
和
２
年
度
予

算
に
お
い
て
も
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用

し
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

再
質
問

　

ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
。
過
疎
債
と
い

う
有
利
な
財
政
措
置
が
あ
り
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
て
過
疎
債
を
運
用
し
な
い
と
実

効
は
表
れ
な
い
。
一
般
財
源
の
よ
う
に
過

疎
債
を
充
当
し
て
い
る
と
限
度
額
が
あ
る
。

令
和
２
年
度
予
算
、
過
疎
債
が
３
億
円
、

基
金
繰
入
金
が
５
億
円
、
村
税
収
入
が
４

億
円
に
満
た
な
い
。
財
政
運
営
に
厳
し
く

当
た
る
べ
き
。

村　

長

　

注
意
を
し
な
が
ら
予
算
編
成
を
し
て

き
た
。

再
々
質
問

　

産
業
興
し
も
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
。

民
間
を
た
だ
支
援
す
る
の
で
は
な
く
、
村

が
原
動
力
と
な
っ
て
や
る
べ
き
だ
。「
わ

が
村
は
美
し
く
運
動
」
の
よ
う
に
こ
の
村

を
良
く
し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
人

た
ち
が
大
勢
い
る
。
村
の
資
源
と
し
て
景

観
や
田
園
風
景
等
も
あ
り
、
ど
う
や
っ
た

ら
活
力
が
生
ま
れ
る
の
か
考
え
る
べ
き
。

村　

長

　

集
落
ご
と
の
目
標
等
が
出
て
い
る
。
村

と
し
て
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
。

質　

問

　

令
和
２
年
度
予
算
で
、
社
会
福
祉
協
議

会
施
設
建
設
補
助
金
が
１
億
１
０
０
万
円
。

こ
の
１
億
円
を
ど
う
算
定
し
た
か
。

村　

長

　

事
業
費
が
２
億
円
と
想
定
し
、
半
額
を

村
が
補
助
す
る
。
過
疎
債
を
活
用
す
る
、

実
質
的
に
村
の
一
般
財
源
で
の
負
担
分
は

３
千
万
円
。

質　

問

　

村
が
中
心
と
な
っ
て
、
近
隣
市
町
村
、

同
窓
会
等
に
声
を
か
け
な
が
ら
、
今
の
議

論
が
持
ち
上
が
っ
た
。
そ
の
熱
が
冷
め
な

い
う
ち
に
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

村　

長

　

早
期
に
教
育
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
産

業
界
に
も
声
を
か
け
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
化
が
最
善
の
方
法
」
に

つ
い
て
は
納
得
し
て
い
る
人
は
少
な
い
。

村
長
の
独
断
で
は
な
い
か
。
い
ろ
ん
な
意

見
を
聞
い
た
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
の
か
。

村　

長

　

あ
る
程
度
方
向
を
定
め
て
賑
や
か
な
魅

力
あ
る
高
校
に
な
る
よ
う
一
日
も
早
く
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

２
．
村
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
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３
．
過
疎
か
ら
の
脱
却
と
財
政
運
営

村　

長

再
質
問

１
．第
３
セ
ク
タ
ー
木
島
平
観
光
株
式

会
社
へ
の
資
金
の
貸
し
付
け

村　

長

村　

長

芳川 修二  議員

質　

問

質　

問

村　

長

再
質
問

質　

問

村　

長

質　

問

４
．社
会
福
祉
協
議
会
施
設
建
設
補
助

に
つ
い
て

再
質
問

村　

長

村　

長

再
々
質
問

５
．
下
高
井
農
林
高
校
の
存
続

村　

長

質　

問

村　

長



質　

問

　

世
界
は
今
ま
さ
に
新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ

ッ
ク
状
態
に
あ
る
。
政
府
は
長
期
的
に

再
流
行
の
恐
れ
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

村
の
新
型
肺
炎
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
経
過
と
対
策
。

②
村
の
課
題
と
今
後
の
対
応
。

③
小
・
中
学
校
の
臨
時
休
校
の
判
断
。

④
臨
時
休
園
の
な
い
保
育
園
、
学
童
保

　

育
等
の
対
応
と
対
策
。

⑤
休
校
に
伴
う
政
府
の
緊
急
支
援
対
策

　

の
内
容
。

⑥
観
光
事
業
等
へ
の
影
響
。

⑦
臨
時
休
校
を
判
断
す
る
中
で
、「
自

　

治
」
を
ど
う
考
え
る
か
。

⑧
「
地
域
防
災
計
画
」
に
「
平
時
か
ら

　

感
染
症
予
防
対
策
用
の
資
材
機
材
の

　

整
備
」
と
あ
る
が
、
既
に
行
動
を
起

　

こ
し
て
い
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑨
村
と
し
て
の
経
済
支
援
対
策
は
。

村　

長

　

村
の
備
蓄
を
優
先
的
に
出
す
の
は
、

医
療
機
関
と
考
え
て
い
る
。

答　

弁

　

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
は
、
小
林
教
育
長

（
③
・
④
・
⑦
）、
竹
原
民
生
課
長
（
①
・

②
・
⑧
）、
丸
山
産
業
課
長
（
⑥
・
⑨
）、

山
﨑
子
育
て
支
援
課
長
（
⑤
）
答
弁
。

①
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
等
で
予
防
啓
発
し
、

　

２
月
27
日
、
村
予
防
対
策
本
部
を
設

　

置
し
、
対
応
等
準
備
を
進
め
て
い
る
。

②
備
蓄
数
量
の
検
証
、
新
た
な
備
蓄
品

の
選
定
と
数
量
の
検
討
が
課
題
。
感

染
症
予
防
対
策
を
周
知
徹
底
す
る
。

③
「
早
期
に
終
息
す
る
重
要
な
時
期
を

逸
し
て
し
ま
っ
た
」
と
後
悔
を
し
な

い
た
め
、「
危
機
的
意
識
」
を
持
ち

判
断
し
た
。

④
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
に
新
た
に

「
換
気
」
を
付
け
加
え
た
。

⑤
国
・
県
支
援
策
を
活
用
し
、
必
要
が

あ
れ
ば
村
独
自
支
援
策
を
行
い
た
い
。

⑥
宿
泊
、
リ
フ
ト
関
連
で
少
な
く
と
も

３
８
０
０
万
円
以
上
、
今
後
も
さ
ら

に
拡
大
す
る
と
考
え
て
い
る
。

⑦
大
事
に
考
え
て
い
る
が
、
強
い
意
識

を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

⑧
具
体
的
な
検
討
に
つ
い
て
、
こ
れ
か

ら
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑨
国
・
県
の
支
援
策
を
注
視
し
な
が
ら
、

で
き
る
対
策
を
早
期
に
検
討
し
た
い

質　

問

　

持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
は
、
長
期
的
、
構
造
的
な
課
題
へ
の

取
り
組
み
と
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

が
必
要
。
本
村
は
、
少
子
化
が
加
速
的

に
進
ん
で
い
る
が
、「
静
か
な
る
危
機
」

と
呼
ば
れ
る
人
口
減
少
は
、
最
大
の
脅

威
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
村
創
生
と
な

る
よ
う
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
第
一
期
地
方
創
生
の
中
で
大
き
な
変

化
が
あ
っ
た
か
。

②
第
一
期
の
交
付
金
あ
り
き
事
業
で
な

く
、
必
要
な
事
業
導
入
が
本
来
地
方

創
生
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
か
。

③
基
幹
産
業
の
発
展
が
地
方
創
生
の
原

動
力
に
な
る
。
持
続
可
能
な
産
業
振

興
対
策
は
。

④
「
観
光
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
る
と

し
て
き
た
が
、そ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

⑤
移
住
定
住
対
策
関
係
人
口
の
拡
大
策
、

木
島
平
モ
デ
ル
の
受
入
れ
態
勢
は
。

⑥
超
ス
マ
ー
ト
社
会
へ
の
取
り
組
み
は
。

⑦
想
像
も
し
な
か
っ
た
社
会
環
境
の
変

化
に
対
応
し
た
積
極
的
な
行
政
改
革

が
大
き
な
課
題
だ
と
思
わ
れ
る
が
。

⑧
小
農
、
高
齢
者
等
の
出
番
の
あ
る
多

様
な
農
業
構
造
を
作
る
こ
と
が
重
要
。

⑨
若
者
世
代
の
価
値
観
が
多
様
化
し
、

移
住
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
を
知
る
こ
と
も
重
要
。

⑩
観
光
振
興
局
の
設
立
に
あ
た
っ
て
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
あ

　

っ
た
が
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
次
期

観
光
基
本
計
画
は
。

総
務
課
長

　

第
２
期
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
を「
地

域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振
興
と
雇
用

の
創
出
」「
交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
を

担
う
多
様
な
人
材
の
育
成
」「
子
育
て
環

境
の
充
実
と
安
心
安
全
・
健
康
長
寿
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
設
定
し
、
人
口
ビ
ジ
ョ
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質　

問

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

　
　
　

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

答　

弁

質　

問

勝山　卓  議員

ン
の
令
和
22
年
に
約
３
６
０
０
人
、
令

和
42
年
に
約
３
０
０
０
人
を
維
持
で
き

る
よ
う
、「
産
業
と
雇
用
」「
移
住
定
住
」

「
子
育
て
・
健
康
」
の
観
点
か
ら
必
要

な
施
策
を
取
り
ま
と
め
、
策
定
し
て
い
る
。

答　

弁

　

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
は
、
武
田
総
務
課

長
（
①
・
②
・
⑥
・
⑦
）、
丸
山
産
業

課
長
（
③
・
④
・
⑧
）、
湯
本
産
業
企

画
室
長
（
⑤
・
⑨
・
⑩
）
答
弁
。

①
社
会
人
口
の
増
と
い
う
こ
と
。

②
補
助
事
業
に
特
化
せ
ず
、
具
体
的
・

実
行
性
の
あ
る
計
画
を
進
め
る
。

③
ブ
ラ
ン
ド
事
業
な
ど
継
続
強
化
し
た

事
業
推
進
と
、
新
規
参
入
、
創
業
支

援
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

④
観
光
振
興
局
を
中
心
に
推
進
し
た
い
。

⑤
現
取
り
組
み
を
継
続
し
、
村
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
作
り
、

進
め
た
い
。
村
モ
デ
ル
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
実
状
を
伝
え
、
情
報
提
供

や
地
域
と
の
橋
渡
し
に
努
め
て
い
る
。

⑥
特
に
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
必
要
。

⑦
施
設
ご
と
の
個
別
計
画
（
更
新
、
縮

小
、
廃
止
、
売
却
）
に
つ
い
て
令
和

２
年
度
中
に
計
画
す
る
。

⑧
定
年
退
職
さ
れ
た
方
な
ど
も
含
め
て
、

農
業
従
事
者
、
新
規
就
農
者
と
考
え
、

農
業
者
の
確
保
を
進
め
て
い
き
た
い
。

⑨
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
を
図
り
、
わ

か
り
や
す
い
モ
デ
ル
を
示
し
た
い
。

⑩
国
の
制
度
の
状
況
を
見
な
が
ら
今
後

申
請
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
観
光

基
本
計
画
の
見
直
し
を
か
け
て
い
る
。

２
．
持
続
可
能
な
村
づ
く
り

村　

長

総
務
課
長

答　

弁



し
た
自
治
体
に
新
た
な
光
ケ
ー
ブ
ル
の

設
置
を
し
な
い
方
針
で
あ
っ
た
が
、
村

は
現
在
も
設
置
を
要
望
し
、
協
議
を
継

続
し
て
い
る
。

総
務
課
長

　

村
の
ケ
ー
ブ
ル
回
線
は
集
中
す
る
時

間
帯
に
遅
い
と
感
じ
る
状
況
。

　

企
業
誘
致
は
空
き
家
対
策
・
移
住
対

策
と
併
せ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ケ
ー
ブ
ル
を
新
た
に
設
置

し
た
場
合
の
見
積
額
は
お
よ
そ
１
億
２

千
万
円
～
１
億
５
千
万
円
。

再
質
問

①
い
つ
ま
で
に
実
現
し
た
い
か
。

②
企
業
誘
致
は
強
力
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
が
必
要
。
本
村
の
情
報
イ
ン
フ

ラ
は
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
言
え

な
い
。
企
業
誘
致
と
空
き
家
対
策
と

移
住
対
策
は
個
別
に
魅
力
あ
る
誘
致

戦
略
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
本
当
に

企
業
誘
致
を
や
る
意
思
は
あ
る
か
。

村　

長

　

村
も
情
報
整
備
は
必
要
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
協
議
を
継
続
し
た
結
果
、

可
能
性
が
出
て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

再
々
質
問

　

い
つ
ま
で
に
実
現
し
た
い
か
に
つ
い

て
の
答
弁
は
。

村　

長

　

あ
く
ま
で
も
実
施
す
る
の
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

で
あ
る
が
、
で
き
れ
ば
今
年
中
に
は
目

途
を
つ
け
た
い
思
い
は
あ
る
。

　

木
島
地
区
の
避
難
所
希
望
調
査
は
協

定
の
中
に
明
記
し
た
い
。

　

樽
川
水
位
の
危
険
予
測
の
基
準
は
立

ヶ
花
。
さ
ら
に
上
流
地
域
の
水
位
も
併

せ
て
判
断
す
る
。

再
質
問

　

明
る
い
う
ち
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
、

過
去
の
災
害
を
検
証
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
の
検
討
が
必
要
。

　

消
防
団
員
や
村
の
職
員
が
二
次
災
害

に
遭
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
ぜ
ひ
検

討
を
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
課
長

　

事
前
の
対
応
の
準
備
が
必
要
だ
と
改

め
て
感
じ
て
い
る
。

質　

問

　

こ
の
夏
は
深
刻
な
田
の
水
不
足
が
危

惧
さ
れ
る
が
、
村
の
対
策
は
ど
う
か
。

村　

長

　

昨
年
暮
れ
に
渇
水
対
策
協
議
会
を
開

催
し
た
。

産
業
課
長

　

水
に
は
、
管
理
者
や
利
用
者
が
い
て

村
の
対
策
に
は
限
界
が
あ
る
。
限
ら
れ

た
水
資
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
用

で
き
る
よ
う
水
路
の
管
理
者
や
利
用
者

に
協
力
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

　

対
応
可
能
な
支
援
と
は
何
か
。

　

行
政
が
で
き
な
い
こ
と
を
可
能
に
す

る
の
が
政
治
で
は
な
い
の
か
。
村
長
の

議会だより 2020.5（No.227）

人
間
力
、
政
治
力
で
困
っ
て
い
る
人
を

救
う
。
そ
れ
が
村
長
の
政
治
家
と
し
て

の
使
命
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

産
業
課
長

　

可
能
な
対
策
は
、
渇
水
対
策
本
部
を

設
置
し
、
渇
水
対
策
事
業
補
助
要
綱
に

基
づ
き
、
土
地
改
良
区
や
水
利
組
合
等

の
農
業
用
水
を
確
保
す
る
団
体
に
確
保

に
要
し
た
電
気
料
や
燃
料
等
の
補
助
で

あ
る
。

　

補
助
率
は
２
分
の
１
、
上
限
は
10
万

円
。
こ
れ
以
外
の
対
策
は
、
関
係
団
体

が
実
施
す
る
対
策
費
用
の
一
部
に
つ
い

て
検
討
を
し
た
い
。

村　

長

　

水
利
権
調
整
は
本
当
に
難
し
い
。
た

め
池
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
対

応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問

　

事
前
に
十
分
対
策
を
練
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
農
業
用
水
の
確
実
な
確
保

を
目
指
し
て
立
案
実
施
を
要
望
す
る
。

質　

問

　

阿
部
知
事
の
新
年
挨
拶
に
信
州
Ｉ
Ｔ

バ
レ
ー
構
想
を
具
体
化
す
る
と
あ
る
。

本
村
の
乗
り
遅
れ
を
危
惧
す
る
が
村
長

の
考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
12
月
議
会
で

多
額
の
費
用
が
必
要
と
答
弁
し
て
い
る

が
多
額
と
は
い
く
ら
か
。

村　

長

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
独
自
に
ケ
ー
ブ
ル
を
設
置
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問

村　

長
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質　

問

①
19
号
台
風
の
避
難
勧
告
の
方
法
に
問

題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
対
象
住

民
に
避
難
の
事
前
説
明
と
避
難
先
の

意
向
確
認
の
必
要
が
あ
っ
た
。

　

要
援
護
者
に
は
村
所
有
の
宿
泊
施
設

に
避
難
し
て
も
ら
う
方
法
も
あ
っ
た
。

今
回
は
避
難
勧
告
の
連
絡
が
午
前
１

時
の
戸
別
訪
問
。
避
難
で
き
な
い
人

が
あ
り
、
消
防
団
員
、
村
職
員
も
危

険
な
目
に
遭
わ
せ
て
い
る
。
早
く
避

難
勧
告
を
出
す
工
夫
が
ほ
し
い
。

②
飯
山
市
木
島
地
区
の
本
村
へ
の
避
難

意
向
調
査
を
市
に
要
望
す
る
必
要
が

あ
る
。
何
人
来
る
か
不
明
で
は
対
策

の
し
よ
う
が
な
い
。

総
務
課
長

　

今
回
の
対
応
は
効
率
が
悪
い
と
感
じ

て
い
る
。
災
害
の
種
類
や
規
模
に
応
じ

て
、
ど
の
世
帯
が
一
次
避
難
区
域
か
二

次
避
難
区
域
か
と
い
う
区
域
を
指
定
し

て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。

　

村
は
要
援
護
者
の
避
難
施
設
に
保
健

セ
ン
タ
ー
と
望
岳
荘
を
指
定
し
て
い
る
。

役
場
新
庁
舎
を
追
加
し
た
い
。

１
．
19
号
台
風
が
残
し
た
教
訓
に
つ
い
て

２
．
夏
場
の
渇
水
対
策
に
つ
い
て

３
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

再
質
問

産
業
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
課
長

質　

問

村　

長

村　

長

質　

問

再
々
質
問

再
々
質
問

再
質
問

村　

長

村　

長

総
務
課
長

再
質
問



質　

問

　

高
齢
者
の
事
故
の
多
発
に
よ
っ
て
運

転
免
許
証
の
返
納
を
推
進
す
る
の
で
は

な
く
、
自
主
返
納
し
て
も
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
環
境
整
備
、
交
通
手
段
の

確
保
を
構
築
す
る
事
が
必
要
。
近
隣
の

交
通
網
の
状
況
は
、
医
療
機
関
へ
の
受

診
、
買
い
物
、
通
勤
、
通
学
、
観
光
な

ど
で
あ
り
、
広
域
的
な
公
共
交
通
の
果

た
す
役
割
は
多
大
で
あ
る
。
村
内
の
交

通
手
段
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て

多
く
見
ら
れ
る
「
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
」

に
つ
い
て
、
助
成
制
度
の
確
立
に
向
け

て
の
考
え
は
あ
る
か
。
介
護
保
険
の
対

象
に
な
る
自
治
体
も
あ
る
。

　

交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
村
民
が
、

何
不
自
由
な
く
移
動
で
き
る
交
通
手
段

の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。
近
隣
市
町
村

も
含
め
交
通
事
情
の
悪
い
地
域
や
安
全

安
心
な
交
通
手
段
の
確
保
と
し
て
県
、

国
に
対
し
働
き
か
け
が
必
要
と
思
う
が
。

村　

長

　

こ
れ
ま
で
、
近
隣
市
町
村
と
と
も
に
、

国
や
県
に
対
し
様
々
な
広
域
的
な
公
共

質　

問

村　

長

交
通
網
の
確
立
を
求
め
て
き
た
。

建
設
課
長

　

広
域
の
公
共
交
通
網
を
確
立
す
る
た

め
に
は
、
市
町
村
の
枠
を
超
え
た
広
域

的
な
連
携
と
、
民
間
の
交
通
事
業
者
の

協
力
、
そ
し
て
「
広
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
」
の
策
定
が
必
要
。
近
隣
市
町

村
と
連
携
を
密
に
し
て
、
課
題
を
一
つ

ひ
と
つ
克
服
し
、
広
域
公
共
交
通
網
の

確
立
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

　

国
土
交
通
省
北
陸
信
越
運
輸
局
、
長

野
県
、
北
信
広
域
連
合
、
民
間
の
交
通

事
業
者
、
北
信
６
市
町
村
で
構
成
す
る

「
地
域
公
共
交
通
研
究
会
」
を
通
じ
て
、

国
や
県
に
対
し
、
実
効
性
の
あ
る
広
域

交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
や
、
公
共
交

通
の
運
営
に
あ
た
っ
て
の
財
政
支
援
な

ど
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

民
生
課
長

　

電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
購
入
補
助
は
、
売

木
村
の
み
。
た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
方

で
運
転
免
許
証
自
主
返
納
、
村
民
税
非

課
税
の
条
件
が
付
く
。
近
隣
、
県
内
の

状
況
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
調
査
、
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

介
護
保
険
の
対
象
は
、
要
介
護
２
以

上
、
ま
た
は
軽
度
、
要
介
護
１
以
下
で

も
、
主
治
医
や
介
護
支
援
専
門
員
等
の

判
断
や
村
が
特
に
認
め
る
場
合
、
特
例

給
付
と
し
て
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
の
レ
ン

タ
ル
が
対
応
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
要

介
護
２
以
上
の
方
が
運
転
さ
れ
る
の
は
、

現
実
的
に
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

質　

問

　
「
集
落
支
援
員
」
は
、
地
域
の
実
情

に
詳
し
く
、
集
落
対
策
の
推
進
に
関
し

て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
知
見
を
有
し
た
人
材

が
、
地
方
自
治
体
か
ら
の
委
嘱
を
受

け
、
市
町
村
職
員
と
連
携
し
、
集
落

の
巡
回
・
状
況
把
握
等
の
実
施
な
ど

を
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

村
民
か
ら
「
集
落
支
援
員
と
は
何
を

し
て
い
る
人
か
」
と
よ
く
聞
か
れ
る
。

活
動
、
行
動
内
容
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
で
は
、
村
民
の
た
め
に
真

剣
に
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
気
の

毒
で
あ
る
。
村
民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
も
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

　

採
用
さ
れ
た
方
は
、
ど
の
よ
う
な
活

動
、
業
務
を
行
っ
て
い
る
か
。
採
用
に

あ
た
っ
て
の
募
集
は
、
公
募
な
の
か
。

　

ま
た
、
時
期
・
採
用
人
数
・
採
用
職

種
に
つ
い
て
伺
う
。

村　

長

　

現
在
、
村
内
で
７
名
が
集
落
支
援
員

と
し
て
活
動
を
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
と

併
せ
て
健
康
づ
く
り
事
業
に
２
名
、
特

産
品
を
活
か
し
た
地
域
お
こ
し
事
業
に

２
名
、
観
光
振
興
事
業
に
２
名
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
継
承
し
、
集

落
の
自
主
活
動
へ
の
支
援
事
業
に
１
名

の
合
計
７
名
。

　

業
務
の
内
容
は
、
必
ず
し
も
誰
で
も

で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
た
め
、

公
募
は
し
て
い
な
い
。

　

現
員
の
内
、
飯
山
市
か
ら
２
名
、
栄

村
か
ら
１
名
、
村
民
が
４
名
。

　

個
人
で
活
動
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
役
場
や
団
体
の
組
織
の
一
員
と

し
て
活
動
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な

役
割
を
持
っ
て
、
活
動
を
し
て
い
る
の

か
、
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
等
で
も
広
報
し
て

い
き
た
い
。

民
生
課
長

　

地
域
の
維
持
と
活
性
化
を
目
的
に
、

村
内
各
集
落
の
集
会
所
で
行
わ
れ
て

い
る
介
護
予
防
教
室
「
い
き
い
き
広

場
」
の
運
営
を
社
協
正
規
職
員
と
行
っ

て
い
る
。
任
用
者
数
は
２
名
。

産
業
企
画
室
長

　

観
光
振
興
業
務
で
１
名
、
観
光
振
興

分
野
で
１
名
、
１
月
ま
で
地
域
お
こ
し

協
力
隊
で
活
動
し
て
い
た
１
名
を
２
月

か
ら
集
落
支
援
員
と
し
て
い
る
。
協
力

隊
時
代
に
活
動
し
て
き
た
経
験
を
活
か

し
、
今
後
は
さ
ら
に
地
域
に
入
り
込
み
、

地
域
と
行
政
、
地
域
と
外
と
を
結
び
、

関
係
人
口
拡
大
な
ど
の
取
り
組
み
を
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

ま
た
、
遊
休
荒
廃
農
地
の
有
効
活
用

の
た
め
に
行
っ
て
い
る
そ
ば
の
生
産
振

興
と
、
村
内
産
そ
ば
の
振
興
の
た
め
、
農

業
振
興
公
社
で
２
名
が
活
動
し
て
い
る
。

　

打
ち
合
わ
せ
等
は
、
随
時
行
っ
て
い
る
。

24

勝山　正  議員

２
．
集
落
支
援
員
に
つ
い
て

１
．広
域
交
通
網
と
運
転
免
許
証

　
　

自
主
返
納
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

質　

問

村　

長

民
生
課
長

産
業
企
画
室
長

建
設
課
長

民
生
課
長
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質　

問

　

令
和
元
年
度
観
光
施
設
特
別
会
計
補
正

予
算
に
、
浴
場
用
ろ
過
装
置
更
新
工
事
費

と
し
て
２
０
０
１
万
６
千
円
、
令
和
２
年

度
同
会
計
予
算
に
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
費

ほ
か
で
１
３
８
４
万
５
千
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
第
６
次
総
合
振
興
計
画
実
施

計
画
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
に
畳
の
入
れ
替
え
、
ボ
イ
ラ
ー
更

新
、
外
装
塗
装
工
事
な
ど
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
令
和
５
年
度
ま
で
の
工
事
費
等
の

総
額
は
１
億
円
近
く
に
も
上
る
。

　

一
方
、公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
は
、

「
現
状
の
施
設
利
用
率
が
極
め
て
低
い
状

況
に
あ
る
た
め
、
今
後
、
公
共
施
設
及
び

誘
客
施
設
と
し
て
必
要
性
を
整
理
す
る
」

と
あ
る
。

①
令
和
２
年
策
定
予
定
の
公
共
施
設
個
別

ご
と
の
維
持
管
理
計
画
が
で
き
、
方
針

が
決
ま
る
前
に
、
多
額
の
費
用
を
か
け

て
修
繕
を
行
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

②
過
去
５
年
間
の
ホ
テ
ル
の
利
用
状
況
は
。

③
「
今
後
、
公
共
施
設
及
び
誘
客
施
設
と

し
て
必
要
性
を
整
理
す
る
」
と
は
、
ど

う
い
う
こ
と
か
。

④
購
入
し
た
い
と
い
う
話
が
あ
る
と
耳
に

し
た
が
事
実
か
。
事
実
な
ら
、
改
修
す

る
よ
り
も
売
っ
た
ら
ど
う
か
。
そ
の
場

合
に
、
補
助
金
な
ど
の
返
還
が
必
要
か
。

⑤
大
金
を
か
け
て
修
繕
し
て
、
将
来
の
見

通
し
は
。

⑥
施
設
を
廃
止
す
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
。

村　

長

④
売
却
の
話
も
あ
る
が
、
ま
だ
具
体
的
に

な
っ
て
い
な
い
。
施
設
が
利
用
で
き
な

い
、
お
客
も
付
い
て
い
な
け
れ
ば
売
却

交
渉
は
不
可
能
。

⑥
廃
止
も
選
択
肢
の
一
つ
だ
が
、
今
の
時

点
で
は
な
い
。

産
業
課
長

①
今
後
の
方
針
を
決
定
す
る
ま
で
は
一
定

期
間
必
要
。
そ
の
間
修
繕
実
施
す
べ
き

と
判
断
。

②（
過
去
５
年
間
の
利
用
状
況
等
を
説
明
）

（
一
番
多
い
）
平
成
30
年
度
の
利
用
者

数
４
５
９
１
人
、
収
入
実
績
３
４
１
３

万
５
千
円
。
夏
と
冬
の
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ

ン
の
み
営
業
。

③
廃
止
、
売
却
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
。

④
起
債
の
返
還
等
は
な
い
。

⑤
多
額
の
修
繕
費
を
ホ
テ
ル
営
業
だ
け
で

回
収
す
る
こ
と
は
困
難
。
修
繕
せ
ず
営

業
を
中
止
し
た
場
合
、年
間
約
１
５
０
０

　

人
、
４
０
０
０
泊
以
上
の
ほ
と
ん
ど
が

な
く
な
り
、
ホ
テ
ル
、
リ
フ
ト
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
売
り
上
げ
で
、
年
間
約
４

千
万
円
以
上
の
減
収
と
な
る
。

再
質
問

1
利
用
者
数
の
一
番
多
い
平
成
30
年
度

で
も
営
業
し
た
７
か
月
間
の
稼
働
率
は

23
％
、
年
間
で
は
13
％
し
か
な
い
。
仮

に
、
廃
止
し
た
場
合
の
取
り
壊
し
費
用

を
考
慮
す
る
と
、
安
く
て
も
売
却
を
。

　

予
算
ど
お
り
修
繕
し
売
却
し
た
場
合
、

今
回
の
修
繕
分
３
３
０
０
万
円
は
ど
の

く
ら
い
の
価
値
と
し
て
残
る
か
。

2
営
業
中
止
と
い
う
話
は
、
全
員
協
議

会
や
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
全

く
説
明
が
な
い
。
風
呂
の
湯
の
色
が

変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
話
は
あ
っ
た
。

希
望
者
に
は
馬
曲
温
泉
や
パ
ノ
ラ
マ

ラ
ン
ド
の
風
呂
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
れ
ば
、
一
つ
の
魅
力
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
。

村　

長

1
売
却
が
最
善
の
方
法
。
令
和
２
年
度
に

価
格
の
見
積
も
り
を
し
て
い
く
。
営
業

が
継
続
で
き
る
、
客
が
付
い
て
い
る
建

物
で
あ
れ
ば
、
ベ
ー
ス
の
金
額
は
あ
る

程
度
提
示
で
き
る
。

2
サ
ッ
カ
ー
の
大
会
は
、
そ
こ
が
使
え
な

い
と
大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
。
合
唱

の
合
宿
も
あ
る
。
ど
こ
か
に
振
り
替
え

る
の
は
た
ぶ
ん
無
理
。
そ
の
宿
の
お
風

呂
が
使
え
な
い
と
な
か
な
か
難
し
い
。

再
々
質
問

❶
客
が
す
べ
て
逃
げ
る
よ
う
な
答
弁
だ

が
、
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
や
民
間
の
宿
泊

施
設
へ
誘
導
を
。
民
間
に
と
っ
て
も
良

い
こ
と
。

❷
廃
止
や
売
却
を
考
え
て
い
る
施
設
の
修

繕
を
行
う
の
は
、
ム
ダ
金
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
。
修
繕
の
財
源
は
基
金
を
取
り

崩
し
て
充
て
る
た
め
、
村
民
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い
。
修
繕
は
中
止
す
る
べ
き
。

村　

長

❶
サ
ッ
カ
ー
の
大
会
は
、
村
内
の
宿
泊
施

設
４
～
５
か
所
に
配
宿
し
て
、
こ
れ
以

上
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
合
唱
も
、
あ
の
環
境
で
あ
る

か
ら
受
け
入
れ
で
き
る
。

❷
売
却
の
際
に
、
今
回
か
け
る
修
繕
費
も

含
め
て
、
残
存
価
値
が
あ
れ
ば
有
利
な

条
件
で
持
っ
て
い
け
る
。

質　

問

①
ス
キ
ー
リ
フ
ト
券
や
入
湯
券
、
宿
泊
券

を
返
礼
品
に
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

②
成
人
式
や
還
暦
の
同
窓
会
等
の
機
会
に

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

③
役
場
窓
口
や
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
な
ど

公
共
施
設
に
申
込
書
を
置
い
て
あ
る
か
。

産
業
企
画
室
長

①
リ
フ
ト
券
や
宿
泊
券
も
含
め
、
多
様
な

返
礼
品
づ
く
り
に
努
め
る
。

②
③
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
多
く
の

方
々
の
目
に
触
ら
れ
る
よ
う
進
め
る
。

質　

問

　

中
学
生
を
対
象
に
模
擬
議
会
の
開
催
を
。

教
育
長

　

実
現
に
向
け
て
、
学
校
側
に
も
働
き
か

け
て
い
く
。

１
．
ホ
テ
ル
シ
ュ
ー
ネ
ス
ベ
ル
ク

に
つ
い
て

２
．
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

質　

問

再
質
問

村　

長

産
業
課
長

村　

長

再
々
質
問

村　

長

産
業
企
画
室
長

質　

問

質　

問

教
育
長

３
．中
学
生
を
対
象
と
し
た

模
擬
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
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きじま平再発見 ～木島平検定に挑戦しよう～ No.11
木島平
検 ！定

江戸時代には健康や平穏を願って西
さいごくれいじょうじゅんれい

国霊場巡礼が大変
盛んになりました。しかし、私たちの村からはとても遠い
ので、近くで人通りの多い道に観音石仏を作り、西国霊
場として巡礼できるようにしました。その第１番の石仏は
柳久保にあります。さて、これらの石仏は全部で何体あ
るでしょう。

（① 18体 　 ② 33体　  ③ 88体 　 ④ 108体 ）

（※解答は、29 ページにあります。）

内山の龍興寺清水は大変有名で、村外からも水を汲
く

みにくる方が大勢いらっしゃいます。
さて、以前にあることにこの龍興寺清水は、選ばれ
ました。
それは、次のどれでしょう。
（① 県宝   ② 昭和の名水100選 
　　　　　 ③ 平成の名水100選　  ④ 世界遺産）

路傍では石仏さまが見守るよ

名水に人々集う龍興寺

　

活
の
館
書
図
び
及
館
民
公
、
育
体
会
社
、
育
教
会
社

。
す
で
ん
さ
皆
た
し
い
願
お
を
力
協
ご
援
支
ご
、
に
動　

民
村
、
ら
か
動
活
な
道
地
ぶ
遊
に
緒
一
と
児
園
育
保

。
す
ま
い　

。
す
ま
し
い
願
お
く
し
ろ
よ
、
間
年
一
も
年
今

公民館活動を１年間
  　　 よろしくお願いします

長
員
委

嵜
山

　

人
澄長

員
委
副

子
里
眞
井
岩委

　
員

山
外

　

代
珠

川
芳

　

子
文

田
武

　

弘
靖

会
　
長

林
小

　

一
洋

長
会
副

枝
つ
む
橋
高委

　
員

恭
守
澤
野
小

田
角

　

美
恵

田
武

　

弘
靖

本
岡

　

助
祐

森

　
　

輔
大

松
小

　

人
久

田
澤

　

美
友

澤
西

　

美
仁 館

民
公

員
部
門
専

小学生のニュースポーツ体験支援
（スポーツ推進委員の皆さん）

館
民
公

会
議
審
営
運

）
員
委
育
教
会
社
（

報
館
民
公

員
委
集
編

館
民
公

員
委
書
図

員
委
進
推

長
員
委

山
丸

　

治
孝長

員
委
副

本
山

　

樹
隆

委
　
員

田
江

　

子
宏

子
つ
い
川
白

原
萩

　

美
由

長
員
委

山
本

　

人
育長

員
委
副

村
辻

　

江
安

委
　
員

本
山

　

子
優

子
里
千
田
池

嵜
梅

　

子
舞

野
平

　

輔
大

嵜
島

　

雪
紗

川
芳

　
　

桃

長
員
委

井
三

　

馬
佑長

員
委
副

鄭
竹

　
　

信

委
　
員

澤
西

　
　

透

川
芳

　

仁
彰

嵜
宮

　

子
洋

森

　
　

華
冬

恒例の「こよみ」はコロナ
禍のため当面記載を見合わ
せます。
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の
ク
ス
マ
り
作
手　

た
し
ま
り
あ
が
会
習
講

　

染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

に
手
が
ク
ス
マ
、
め
た
の
防
予

い
て
い
続
が
況
状
い
く
に
り
入

公
、
で
中
な
う
よ
の
そ
。
す
ま

ク
ス
マ
で
な
ん
み
「
は
で
館
民

。
た
し
ま
し

　

か
な
か
な
と
る
い
で
人
一

取
に
作
製
に
か
や
賑
で
な
ん
み

時
い
し
楽
、
と
る
い
で
ん
組
り

３
、
は
日
当
。
す
ま
り
な
に
間

紹
が
方
り
作
の
ク
ス
マ
の
類
種

。
た
し
ま
れ
さ
介

　

で
の
る
あ
も
ろ
こ
と
る
す
り
た

が
な
し
談
相
で
な
ん
み
、
が
す

を
ク
ス
マ
な
い
れ
き
て
め
進
ら

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る
作

　

の
ク
ス
マ
り
作
手
、
は
近
最

く
に
り
入
に
手
も
料
材
の
め
た

い
て
く
な
く
痛
が
耳
と
う
使
を

換
交
報
情
な
々
様
か
と
」
よ
い

。
た
し
ま
り
な
も
に
場
の

　

方
り
作
の
ク
ス
マ
面
平
に
下

イ
タ
の
か
ほ。
た
し
ま
し
載
掲
を

方
り
作
、
で
の
す
ま
り
あ
も
プ

交
村
農
、
は
方
な
要
必
が
図
の

。
い
さ
だ
く
せ
合
い
問
お
に
館
流

９
６
２
０
☎
館
民
公

－

２
８

－

１
４
０
２

相談しながら製作する皆さん

自分だけのマスクを作った小学生

☆一番簡単な平面マスクの作り方☆
布を下の図にあるサイズに裁断する。（縫
い代を含んでいます）

図のように縫い代
を 1㎝とってアイ
ロンで押さえる。

図のように三等分
して三つ折りにし、
上下を縫う

上の部分で
右端から3㎝
のところを縫
い、形状保持材
（ノーズワイ
ヤー）を通す。

形状保持材を
通したあと、
左側 3㎝の所
を縫って保持
材が動かない
ように止める。

両端 1.5㎝
を裏側に折
り、アイロ
ンで形を整
えて縫う。

ゴムをマスクに通して結び、結び
目を中に入れてできあがり。

最近材料が手に入りにくくなって
います。形状保持材は、ホーム
センターで売られている園芸用の
ビニールタイが代わりになります。
ゴムはストッキングを輪切りにす
るといいです。また、使い捨てマ
スクのパーツも再利用できます。
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で
ん
な
「
た
え
迎
を
目
回
３
で
年
今

、
間
月
か
一
の
月
３
、
が
」
展
品
作
も

。
た
し
ま
れ
さ
催
開

　

体
団
の
係
関
化
文
術
芸
は
で
ま
年
昨

は
年
今
。
た
し
で
示
展
品
作
の
心
中
が

ろ
い
ろ
い
、
げ
広
を
幅
に
上
以
で
ま
今

り
切
・
物
小
芸
手
、
け
か
を
声
に
方
な

も
品
作
の
方
の
人
個
で
ど
な
真
写
・
絵

０
４
１
で
と
こ
た
い
だ
た
い
て
し
品
出

が
と
こ
る
え
迎
を
者
館
来
る
え
越
を
人

。
た
し
ま
き
で

　

新
、
が
た
し
ま
い
て
し
画
計
も
画
企
な

介
紹
の
体
団
係
関
育
教
会
社

」
展
品
作
も
で
ん
な
「
の
館
示
展
町
中

で
応
対
る
わ
関
に
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型

と
め
や
り
取
ら
が
な
念
残
は
ら
ち
こ

　

て
し
通
を
等
品
作
、
に
会
機
を
れ
こ

が
り
が
繋
の
と
人
と
人
に
上
以
で
ま
今

　

作
の
ん
さ
皆
の
会
協
化
文
術
芸
お
な

岳
望
、
館
流
交
村
農
に
他
の
こ
、
は
品

で
家
の
山
里
、
所
療
診
村
平
島
木
、
荘

」
会
の
事
仕
手
会
敬
和
「
は
に
ば
ろ
ひ

い
て
し
示
展
時
随
を
品
作
の
ん
さ
皆
の

是
ら
た
し
ま
り
あ
が
会
機
、
で
の
す
ま

。
い
さ
だ
く
覧
ご
非

緻密なミニチュア作品（個人出品）

豊かな自然が描かれた作品（水彩くらぶ）

　

目
う
い
と
う
も
し
楽
に
と
ご
節
季
を
材

名
の
会
の
こ
。
す
ま
い
て
し
動
活
で
的

る
す
理
料
を
の
も
る
あ
に
然
自
「
は
称

働
く
し
め
ま
め
ま
、
ど
け
だ
間
手
は
の

う
い
と
」
う
ろ
な
に
人
る
す
理
料
て
い

。
た
し
ま
け
つ
ら
か
い
思

　

ネ
ン
マ
と
る
い
て
し
を
理
料
で
人
一

な
ん
み
、
が
す
で
の
う
ま
し
て
し
化
リ

。
す
ま
い
て
き
で
く
し
楽
も
て
と
、
で

も
て
え
教
を
理
料
い
し
い
お
、
り
た

。
す
ま
り
作
も
理
料
作
創
で
な
ん
み、
た
ま

　　

景
風
の
野
き
ゆ
み
「、
は
年
昨
に
特

さ
か
ま
を
会
食
昼
の
後
式
彰
表
」
展
画

者
加
参、
し
ら
こ
を
夫
工
ど
な
立
献、
れ

。
た
し
ま
き
だ
た
い
で
ん
喜
に
ん
さ
皆
の

　

緒
一
と
ち
た
私
、
は
方
る
あ
の
味
興

せ
ま
み
で
ん
し
楽
を
理
料
お
の
節
季
に

？
か
ん日

【

　

】
時    

　
　
　
　
　

時
随

場
【

　

】
所 　

館
示
展
町
中

】
せ
合
問
【

 

）
鴨
北
（
美
仁
澤
西

　
　

０
９
０
☎

－

７
８

４
７－

６
９

４
８

　
　
　
　
　
　
　

中町展示館でのカフェから

季節の食材を使って
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おすすめの一冊

図説・奥信濃の歴史
（上・下）

　公民館長を仰せつかって 1 年が過ぎました。当時のご挨拶の中で私は、「家
を出ていた期間が長く、村内の様子をしっかり把握できていない」と書いてい
ました。今回のおすすめの一冊は、この間、村のことを勉強させていただく
中で、最も印象に残った本をご紹介したいと思います。
　この本は、「図説」と書いてある通り、写真や図をたくさん使っています。
すべてのページで 2/3 は写真や図、残りは解説となっています。そのような
ことからとてもとっつきやすいです。書かれている時代は旧石器時代から戦後
まで、最後はからす踊りなど奥信濃の民俗に触れています。
　1 年前の館報で文化財ガイドブックをご紹介しました。その中の一冊に、「戦国武将 市川信房」が
ありますが、もう少し幅広く市川氏の歴史を知りたいとき、この本はおすすめです。
　また、根塚遺跡の鉄剣のことは、発行年がちょっと以前になりますので、触れられていませんが、
弥生中期のページは大変興味深いです。そこには、鉄剣が発掘される前にもかかわらず「奥信濃は
赤い土器のクニ（東北信地方）の北のはずれに位置し、北陸に隣接していた。この地理的条件が、
古墳時代の始まりに大きな役割を果たす条件を蓄えたのだろう」と最後の項にまとめられています。
その後、木島平から類例のない貴重な鉄剣が発掘されました。他地域との関連を含めた考察の深さ
に驚かされます。
　この本は、ちっちゃな図書館にありますので、ぜひ手に取ってみてください。また、他にもふる
さと木島平に関わる本がたくさんあります。お時間のあるときに、お立ち寄りください。

図書館だより
監修：金井喜久一郎
　　　・古川貞雄

☆新着図書☆

☆児童図書☆
それしかないわけないでしょう（ヨシタケシンスケ）   ぞうくんのさんぽ ）かたろひのかな（）本絵るわさきつ字点（
ぐりとぐら（点字つきさわる絵本）（中川李枝子・大村百合子） 

公民館長　芳原毅彦

大一揆（平谷美樹）　雪と心臓（生馬直樹）　さよならが言えるその日まで（高木敦史）　天穹の船（篠綾子）
誘拐屋のエチケット（横関大）　おこん春暦（佐伯泰英）　季刊地域 山に農地にむらに木を植える（農文協）
ピエタとトランジ（藤野可織）農産加工実践ガイド（尾崎正利）　里山・高山で見た信州の希少種（南澤正史）
脱プラスチックへの挑戦（堅達京子）　全日本鉄道バス旅行地図帳 2020（小学館クリエイティブ）　

編
答
解

　②　33体･･･西国第１番札所は本尊を如意輪観音とする熊野那智
の青岸渡寺ですが、本村の第１番石仏も如意輪観音
になっています。2番目以降も十一面観音、千手観
音･･･と同じ観音石仏になって実際の巡礼と同じご
利益があるように考えられています。そして、この
道は柳久保から池の平へ向かい西国街道と呼ばれ、
昭和の初めまで生活道路となっていました。

　③　平成の名水100選･･･これは平成20年に環境省が制定しまし
た。これ以前には、昭和60年に環境庁が名水100選
を選定していて、両者に重複はなく併せて200選と
なります。ちなみに、この平成の名水100選で長野
県からの候補は４ヶ所あり、内山の龍興寺清水はそ
のひとつでした。

　新型コロナウイルスの感染
が収まらない中、本大会は屋
内外いずれも多くの住民同士
の接触が懸念されます。
　従いまして、感染拡大防止
の基本的な考え方に則り、
「中止」の決定をさせていた
だきました。
　ご理解いただきますようお
願い致します。

村民スポーツ
フェスティバル
中止のお知らせ
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 さ
わやか笑顔さん

土屋　聖史さん（市之割）
昭和30年６月生まれ

30

“
人
と
の
つ
な
が
り
”を
求
め
て
、一
句

え
さ
ー
し
い

　
　
そ
な
こ
ん
せ
わ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
か
し

この社協だよりは共同募金の配分金で発行されています。

～木島平村社協副会長～

　

４
月
30
日
、
新
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
安
全
祈
願
祭
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
平
成
３
年
度
に
建
築
さ

れ
、
平
成
４
年
度
か
ら
供
用
を
開

始
、
当
初
は
定
員
15
名
の
小
規
模

な
施
設
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
高

齢
者
人
口
の
増
、
利
用
希
望
者
の

増
加
に
伴
い
、
２
回
の
増
築
工
事

を
経
て
、
定
員
38
名
の
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
築
か
ら
29
年
が
経
過
し
、
次

の
よ
う
な
不
具
合
と
利
用
者
リ
ス

ク
が
生
じ
て
い
ま
す
。

①
増
築
に
伴
い
長
方
形
の
施
設
と

な
り
、
利
用
者
の
移
動
が
不
便

な
こ
と

②
長
方
形
の
た
め
死
角
が
生
じ
、

転
倒
等
の
リ
ス
ク
に
す
ぐ
に
対

応
で
き
な
い
こ
と

③
水
回
り
、
風
呂
の
経
年
劣
化
に

よ
る
壁
の
剥
が
れ
、
落
下
等
傷

み
が
ひ
ど
い
こ
と

④
ボ
イ
ラ
ー
等
設
備
の
修
繕
部
品

が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

⑤
職
員
の
専
用
休
憩
室
が
確
保
で

き
な
い
こ
と

新
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
安
全
祈
願
祭

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
平
成
27

年
に
改
築
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

様
々
な
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
ま
し
た
が
、
既
存
の
改
修
で
は
な

く
、
新
た
に
利
用
者
の
利
便
性
に
配

慮
し
た
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
を
、

平
成
31
年
３
月
の
理
事
会
、
評
議
員

会
で
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
市
町
村
に
一

つ
し
か
な
い
福
祉
団
体
と
し
て
、
新

し
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
村
民
の
皆
さ

ま
に
愛
さ
れ
る
福
祉
施
設
と
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◦請負会社　
　サンタキザワ・小野澤特定建設
　共同企業体

◦工　　期
　令和２年４月 22日～
　　　　　令和２年 11月 30日

◦建物概要
　鉄骨平屋建て　４４２．５８㎡

※工事期間中はご不便
　をおかけいたします。
　よろしくお願い申し
　上げます。
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　長野県社会福祉協議会では、低所得世帯等に対して、生活費等の必要
な資金の貸付け等を行う生活福祉資金貸付制度を実施しております。
　本制度につき、新型コロナウイルス感染拡大の影響を踏まえ、貸付の
対象世帯を低所得世帯以外に拡大し、休業等により生活資金でお悩みの
方々に向けた、緊急小口資金等の特例貸付を実施します。

　お問合せ先：木島平村社会福祉協議会（TEL 82ー4888）
※相談受付には原則予約が必要となりますので、事前に電話にてお問合
　せください。
※予約可能時間：月～金曜日　午前９時から午後５時まで。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による休業等で、
生活資金にお悩みの皆さまへ

一時的な資金の緊急貸付に関するご案内

　地域に密着した活動のため、社協
会費の納入にご協力をお願いします。
※納入に関しましては、各地区社協
支部長を通じてお願いとチラシの配
布とさせていただきます。
　ご理解とご協力をお願いします。
　一世帯　１，２００円

　日本赤十字社では、皆さまからご協
力いただいている活動資金で国際救援
活動・血液事業や奉仕団のボランティ
アを行っています。
　寄　付　金　一世帯あたり概ね３００円
　会　　費　２，０００円以上の個人
　協力会員　５００円以上の個人

社協会費

日赤活動資金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

が
心
配
さ
れ
る
中
、
現
在
マ
ス
ク
が

品
薄
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
サ
イ

ズ
は
特
に
手
に
入
ら
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、〝
村
の

大
切
な
子
供
た
ち
を
守
り
た
い
〟
と

い
う
村
民
の
方
の
温
か
い
想
い
を
受

け
、
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は

保
育
園
児
へ
手
作
り
マ
ス
ク
を
届
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
協
力
の
呼
び
か

け
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん

の
賛
同
を
得
て
、
多
く
の
手
作
り
マ

ス
ク
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
想
い
と
共

に
、
手
作
り
マ
ス
ク
を
保
育
園
児
へ

届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご協力をお願いします 保
育
園
児
へ
の
マ
ス
ク
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

４
月
号
掲
載
の
人
事
に
つ

い
て
、
退
職
人
事
の
掲
載
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
関

係
者
各
位
に
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

○
３
月
31
日
付
け
退
職

　

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
　

お
詫
び

　
　

介
護
事
業
部
長

　
　
　
　
　
　

山
㟢　

昭
子

社協の予定 ５/15 ～６/30

５/20㈬  〇心配ごと相談　（電話相談のみ）

６/３㈬  〇心配ごと相談　（電話相談のみ）

６/17㈬  〇心配ごと相談　（電話相談のみ）

あ
た
た
か
い
善
意

◎
ご
寄
付

　
こ
の
他
に
も
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
野
菜
や
日
用

品
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

野
菜 

　
湯 

本  

三 

男
　
様
（
南
鴨
）



 

畔上 咲
さ ほ

穂ちゃん

平成 30 年２月 25 日生まれ

308

（部谷沢　拓也さん・奈津美さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！
ご応募されたご家庭には、DVDまたはBlue-rayDiscの
どちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。
詳しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 ５月１日現在
（平成 27 年国勢調査に基づく推計値）

2,093（－5） 2,236（－2） 4,329（－7）1,574（±0）

　
自
転
車
に
乗
っ
て
、
見
事
な
ハ
ン

ド
ル
さ
ば
き
を
見
せ
て
く
れ
た
咲
穂

ち
ゃ
ん
。

　
お
む
つ
を
外
し
て
用
を
足
せ
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

自然劇場

◆令和２年 ５月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269‐82‐3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

４月届出分動きの人人人人
※敬称は省略しています

こんにちは赤ちゃん

　３． 28           西　町　   　  関　佑
ゆうせい

晟　 （真
しんいち

一・望
の ぞ み

美）

    誕生日　　     地  区　　　　  　氏　　名          （父・母）

広報・村公式ウェブサイトの広告募集中

～暮らしに役立つ広告をお待ちしています～

広報きじま平、村公式ウェブサイトへ掲載する広
告を随時募集しています。
※詳しくは政策情報係までお問合せください。

ごめいふくをお祈りします

　  ４. ４          栄　町      　齋藤欽
きんいちろう

一郎　　   （62）
　  ４. ９          北　鴨      　水澤　貞

て い こ

子　　   （94）
　  ４. 11          高　石      　福原　照

てるつぐ

次　　   （70）
　  ４. 14          中　村      　本山　たき　　   （103）
　  ４. 16          内　山      　日䑓しず子

こ

　　   （90）
　  ４. 22          中　島      　丸山　毅

つよし

　　　   （87）
　  ４. 30          小　見      　山﨑　良

よしなり

成　　   （68）

村
長
ひ
と
こ
と
（
56
）

新
し
い
生
活
様
式

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
世
界
経
済
へ
の
打
撃
は
大

き
す
ぎ
て
回
復
で
き
る
の
か
不
安
で
す
。
海
外
に
は
、
感
染

拡
大
よ
り
経
済
活
動
を
重
視
す
る
か
の
よ
う
な
国
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
以
上
規
制
を
続
け
る
と
生
活
弱
者
が
さ
ら
に
困
窮

し
命
の
危
機
に
陥
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
本
で
は
緊
急
事
態
宣
言
が
５
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
国
内
で
も
感
染
者
の
発
生
状
況

が
異
な
り
都
道
府
県
に
よ
っ
て
は
早
く
解
除
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
す
。
同
様
に
県
内
で
も
地
域
に
よ
り
状
況
は
異

な
り
、
経
済
活
動
や
日
常
生
活
な
ど
へ
の
対
応
は
自
治
体
ご

と
に
違
っ
て
い
ま
す
。
早
す
ぎ
る
緩
和
は
命
の
危
機
に
繋
が

り
ま
す
。
遅
す
ぎ
る
と
経
済
活
動
が
危
機
に
な
り
ま
す
。
規

制
と
緩
和
、
難
し
い
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
再
開
に
つ
い
て
も
全
国
の
自
治
体
が
足
並
み
を
揃
え

る
の
は
難
し
い
状
況
で
す
。
休
校
期
間
が
長
い
所
と
短
い
所

で
は
学
力
に
差
が
出
ま
す
。
あ
ま
り
長
い
と
学
校
へ
行
く
の

が
当
た
り
前
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
意
識
が
変
わ
っ
て
し
ま

う
の
で
は
と
心
配
で
す
。
そ
の
た
め
新
学
期
の
始
ま
り
を
欧

米
並
み
に
９
月
に
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　

国
の
専
門
家
会
議
で
は
、
長
期
戦
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
感
染
が
限
定
的
に
な
っ
て
も
油
断
す
る
と
い
つ
拡

大
す
る
か
分
か
ら
な
い
、
そ
の
為
に
は
「
新
し
い
生
活
様
式
」

に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。
自
由
に
買
い
物

を
し
た
り
、
歌
っ
た
り
、
笑
っ
た
り
、
会
食
し
た
り
、
好
き

な
と
こ
ろ
へ
旅
行
で
き
な
い
生
活
が
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続

く
の
は
勘
弁
し
て
も
ら
い
た
い
。
誰
も
が
そ
う
思
っ
て
い
る

は
ず
で
す
。
た
だ
こ
ん
な
時
は
、
元
々
人
が
密
で
は
な
く
、

農
作
業
や
庭
の
手
入
れ
で
ス
ト
レ
ス
解
消
が
で
き
る
農
村
は

ま
だ
ま
し
か
な
と
思
い
ま
す
。
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